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現
在
、
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
を
中
心
と
し
た
個
別
キ
ャ
リ
ア
支

援
は
広
が
り
を
み
せ
て
い
る
。
一
方
、

現
代
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
応

す
る
た
め
に
、
支
援
の
あ
り
方
は
多
様

化
せ
ざ
る
を
得
ず
、
そ
の
役
割
や
機
能
、

今
後
の
可
能
性
な
ど
に
つ
い
て
改
め
て

考
え
直
す
必
要
が
生
じ
て
い
る
。
Ｊ
Ｉ

Ｌ
Ｐ
Ｔ
が
昨
年
一
二
月
六
日
に
開
い
た

労
働
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
行
政
・

大
学
・
企
業
の
担
当
者
と
研
究
者
・
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
が
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援

の
現
状
や
課
題
、
多
様
化
す
る
個
別
キ

ャ
リ
ア
支
援
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て

報
告
・
議
論
し
た
。 

 特 集

 キャリア・コンサルティング
―直面する課題への対応

 これからの

　産業構造の変化や職業生活の長期化などを背景に、労働者が経験を積みながら能力を
高めるなかで、自らが望むキャリアを形成していくことが重要となっている。学生や働
く人など一人ひとりが自律的に自分自身の成長を図り、キャリアを築いていくための環
境整備や積極的な支援のあり方も求められている。その一方で、キャリア形成への支援
については、対応すべき課題が多様化しており、個別支援が困難とされる事例も増えて
いる。特集では、労働政策フォーラムの議論や従業員全体を視野に入れて職場環境の改
善に取り組む企業事例などから、キャリア形成支援の課題と必要な対策を探る。

現代社会の諸問題とキャリア・コンサルティング
―多様化する個別キャリア支援のあり方を考える

労働政策フォーラム
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基調講演

わ
が
国
の
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
施
策
の
現
状
と
課
題

厚
生
労
働
省
職
業
能
力
開
発
局
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
室
長　

浅
野
　
浩
美

　

私
が
所
属
す
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
室
で

は
、
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
普

及
促
進
や
そ
の
担
い
手
で
あ
る
キ
ャ
リ
ア
・

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
養
成
な
ど
の
業
務
を
所

管
し
て
い
ま
す
。
本
日
は
、
わ
が
国
に
お
け

る
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
施
策
の

現
状
と
課
題
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

関
連
施
策
の
流
れ

　

ま
ず
、
こ
れ
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
関
連
施
策
の
流
れ
に
つ
い
て
み

て
い
き
ま
す
。

　
「
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
」
と

い
う
言
葉
は
、
平
成
一
九
年
一
一
月
に
厚
生

労
働
省
が
ま
と
め
た
「
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
制
度
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討

会
」
報
告
書
に
お
い
て
、「
個
人
が
、
そ
の
適

性
や
職
業
経
験
等
に
応
じ
て
自
ら
職
業
生
活

設
計
を
行
い
、
こ
れ
に
即
し
た
職
業
選
択
や

職
業
訓
練
等
の
職
業
能
力
開
発
を
効
果
的
に

行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
個
別
の
希
望
に
応

じ
て
実
施
さ
れ
る
相
談
そ
の
他
の
支
援
」
と

定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
」
は

厚
生
労
働
省
が
作
っ
た
言
葉
で
、
平
成
一
一

年
か
ら
一
二
年
に
か
け
て
開
催
し
た
「
今
後

の
職
業
能
力
開
発
の
あ
り
方
研
究
会
」
で
ま

と
め
た
報
告
書
で
初
め
て
登
場
し
ま
し
た
。

こ
の
研
究
会
が
開
催
さ
れ
た
趣
旨
は
、
経
済

社
会
の
変
化
に
伴
い
、
労
働
者
の
就
業
形
態

な
ど
が
多
様
化
す
る
中
で
、
職
業
能
力
開
発

施
策
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か
を
議
論

す
る
こ
と
で
し
た
。

　

研
究
会
で
は
、
今
後
の
職
業
能
力
開
発
施

策
に
関
し
て
、
生
涯
に
わ
た
る
キ
ャ
リ
ア
形

成
を
施
策
の
柱
と
し
て
位
置
付
け
る
と
と
も

に
、
職
業
能
力
評
価
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
を

構
築
す
る
こ
と
、
自
己
啓
発
促
進
の
た
め
の

環
境
を
整
備
す
る
こ
と
な
ど
を
基
本
的
な
方

向
性
と
し
て
示
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
年
一

二
月
に
は
、
中
央
職
業
能
力
開
発
審
議
会
が

厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
、
今
後
の
職
業
能
力

開
発
施
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て
建
議
し
ま
し

た
。

　

翌
平
成
一
三
年
に
は
、
職
業
能
力
開
発
促

進
法
が
改
正
さ
れ
、
労
働
者
の
キ
ャ
リ
ア
形

成
を
支
援
す
る
方
向
性
が
打
ち
出
さ
れ
ま
し

た
。
同
年
、
策
定
さ
れ
た
「
第
七
次
職
業
能

力
開
発
基
本
計
画
」
で
は
、
こ
の
方
向
性
を

踏
ま
え
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
シ
ス
テ
ム
を

労
働
市
場
の
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
位
置
付
け
る

と
と
も
に
、「
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
技
法
の
開
発
」、「
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
係
る

情
報
提
供
、
相
談
等
の
推
進
拠
点
の
整
備
」、

「
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
を
担
う
人
材
育
成
」、

「
企
業
内
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
を

推
進
す
る
た
め
の
情
報
提
供
、
相
談
、
助
成

金
の
支
給
等
」
を
進
め
る
こ
と
を
明
記
し
ま

し
た
。

　

同
年
九
月
に
「
労
働
者
の
職
業
生
活
設
計

に
即
し
た
自
発
的
な
職
業
能
力
の
開
発
及
び

向
上
を
促
進
す
る
た
め
に
事
業
主
が
講
ず
る

措
置
に
関
す
る
指
針
」、
通
称
、「
キ
ャ
リ
ア

支
援
に
関
す
る
事
業
主
指
針
」
が
策
定
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
労
働
者
の
キ
ャ
リ
ア
形

成
を
促
進
す
る
た
め
に
事
業
主
が
講
ず
べ
き

措
置
を
示
し
た
も
の
で
す
。
具
体
的
に
は
、

①
業
務
に
必
要
な
職
業
能
力
に
関
す
る
情
報

を
提
供
す
る
こ
と
、
②
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
こ
と
、
③
労
働
者
の
配

置
や
休
暇
の
付
与
、
訓
練
を
受
け
る
時
間
の

確
保
な
ど
に
つ
い
て
配
慮
す
る
こ
と
―
―
な

ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
一
四
年
度
に
は
、「
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
実
施
の
た
め
に
必
要
な
能
力

要
件
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
キ
ャ
リ

ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
上
で
身
に

つ
け
る
べ
き
知
識
や
ス
キ
ル
な
ど
を
示
し
た

も
の
で
す
。
同
時
に
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
を
五
年
間
で
五
万
人
養
成
す
る
計
画

も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

の
質
を
確
保
す
る
た
め
、
能
力
評
価
試
験
の

あ
り
方
や
養
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
と
り
ま
と

め
、
同
年
、「
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

能
力
評
価
試
験
制
度
（
標
準
レ
ベ
ル
）」
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

平
成
二
○
年
度
に
は
、「
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド

制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

フ
リ
ー
タ
ー
等
の
正
社
員
経
験
が
少
な
い
方

を
対
象
に
、
き
め
細
か
な
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
や
企
業
実
習
と
座
学
を
組
み

合
わ
せ
た
実
践
的
な
職
業
訓
練
を
提
供
し
、

企
業
か
ら
の
評
価
結
果
や
職
務
経
歴
等
を

ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
に
取
り
ま
と
め
て
就
職
活

動
等
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
正
社
員
と

し
て
の
就
職
へ
と
導
く
制
度
で
す
。

　

制
度
の
開
始
に
伴
い
、
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド

を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
登
録
キ
ャ
リ

ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」
の
養
成
も
始
ま
り

ま
し
た
。「
登
録
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
」
に
は
、
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
に
つ
い
て
体
系
的
に
学
ん
で
い
な
く
と

も
、
人
事
・
労
務
管
理
業
務
経
験
者
な
ど
一

定
の
要
件
を
満
た
す
者
で
あ
れ
ば
、
八
時
間

程
度
の
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
講
習
を
修
了
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

標
準
レ
ベ
ル
の
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
は
、
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

に
つ
い
て
体
系
的
に
学
ぶ
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
キ
ャ
リ
ア
理
論
、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
理
論
、
職
業
能
力
開
発
、

人
事
労
務
管
理
、
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
や
職
業

適
性
検
査
な
ど
の
各
種
ツ
ー
ル
の
使
い
方
を

含
む
自
己
理
解
な
ど
の
知
識
と
、
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
・
ス
キ
ル
、
キ
ャ
リ
ア
シ
ー
ト
の
作

成
指
導
・
活
用
ス
キ
ル
な
ど
の
ス
キ
ル
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
○
年
度
に
は
、
標
準
レ
ベ
ル
の
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キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
よ
り
も
上
位

の
位
置
づ
け
の「
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
技
能
士
」
の
技
能
検
定
も
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
結
果
、キ
ャ
リ
ア
・

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
技
能
士
（
一
級
・
二
級
）、

標
準
レ
ベ
ル
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

登
録
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
養
成

数
は
、
平
成
二
四
年
度
末
現
在
で
、
合
わ
せ

て
約
八
万
一
○
○
○
人
に
達
し
ま
し
た
。
こ

の
う
ち
、
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

に
つ
い
て
体
系
的
に
学
ん
だ
者
で
あ
る
キ
ャ

リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
技
能
士
と
標
準

キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
活
動
す
る

場
の
推
移
を
み
る
と
、
平
成
一
八
年
度
に
は
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
の
「
公
的
就
職
支
援
機

関
」と
す
る
回
答
割
合
が
三
○
・
三
％
と
も
っ

と
も
高
く
、こ
れ
に「
企
業
内
」（
二
四
・
二
％
）、

「
民
間
就
職
支
援
機
関
」（
一
七
・
六
％
）
が

続
い
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
平
成
二
五
年

度
に
な
る
と
、「
公
的
就

職
支
援
機
関
」
の
割
合

が
二
二
・
一
％
と
小
さ

く
な
っ
た
一
方
で
、「
大

学
・
短
大
等
」
が
一
八
・

二
％
と
な
る
な
ど
、
公

的
就
職
支
援
機
関
以
外

で
の
活
動
領
域
も
広

が
っ
て
い
る
こ
と
が
お

わ
か
り
い
た
だ
け
る
か

と
思
い
ま
す（
図
表
１
）。

キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を

め
ぐ
る
課
題

　

一
○
年
前
に
比
べ
、

キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
に
係
る
制
度

が
整
備
さ
れ
、
キ
ャ
リ

ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

の
数
も
増
加
し
た
一
方

で
、
厚
生
労
働
省
の

「
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
研
究
会
―

キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
自
身
の
キ
ャ
リ

ア
形
成
の
あ
り
方
部

会
」
が
平
成
二
四
年
三

月
に
ま
と
め
た
報
告
書

で
は
課
題
も
浮
か
び
上

が
っ
て
い
ま
す
（
図
表

２
）。
同
部
会
で
は
、

企
業
、
就
職
支
援
機
関
、

教
育
機
関
、
地
域
の
四

平成18 年度末 平成19 年度末 平成20 年度末 平成21 年度末 平成22 年度末 平成23 年度末 平成24 年度末 

約4.3万人 約4.7万人 約5.3万人 約6.2万人 約7.0万人 約7.5万人 約8.1万人 

キャリア・コンサルタント養成数の推移  

○ 平成24年度末現在のキャリア・コンサルタント養成数は、約81,000 人。 
○ これらキャリア・コンサルタントは、企業、需給調整機関、教育機関等の幅広い分野で活躍。 

資料出所：厚生労働省職業能力開発局キャリア形成支援室調べ 
（平成25年度） 

キャリア・コンサルティング技能士（1級・2級）・標準レベルキャリア・コンサルタントの活動の場について 
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16.4 % 

地域（NPO

等） 
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図表１ キャリア・コンサルタントについて 
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中学・高
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1.6 %  

その他, 

6.4 %  

資料出所：厚生労働省 キャリア・コンサルティングに関する 
                     実態調査報告書（平成18年度） 

資料出所：厚生労働省 キャリア・コンサルティングに関する 
                     実態調査報告書（平成22年度） 

 

図表２ 「キャリア・コンサルティング研究会－キャリア・コンサルタント自身のキャリア形成のあり方部会」 
報告書（平成２４年３月公表）の概要 

    
Ⅱ 活動領域ごとにキャリア・コンサルタントが求められる役割能力の育成に当たって留意すべきこと 

           
 
 
 

 
 

 １  企業領域 ２ 就職支援領域 ３  教育領域 ４  地域領域 
 （役割） 
 ｷｬﾘｱに関する悩み相談、若年社員
の定着支援、中高年のキャリア再構
築、就業意欲向上、メンタルヘルス
支援・復職支援、研修の企画等 
 

（役割） 
 求人・求職のマッチング、求職者
の就職支援、派遣労働者の就業支援、
求人の充足支援等 
 

（役割） 
 学生の就職活動支援、キャリア教
育の推進、キャリア関係のセミナー
の実施等 
 

（役割） 
 就職前段階の相談支援、生活環境
支援、社会参加支援、メンタルヘル
ス面の配慮、職業的自立支援等 
 

（必要とされる能力） 
 従業員の現状・立場等の理解、社
内の制度・風土の理解、職務遂行に
必要な能力についての理解等 

（必要とされる能力）  
 求職者のニーズを把握する力、職
業・業界に関する知識・理解、労働
関係法令・労働施策の知識・理解、
求人の実態把握、労働市場の理解等 

（必要とされる能力）  
 面接指導・キャリア・シート等作
成支援力、セミナー等の企画・運営
力、ファシリテーション能力、教員
への働きかけ能力、大学組織・方針
等の理解等 

（必要とされる能力） 
 カウンセリング・スキル、若者問
題・女性問題の理解、ネットワーク
構築力、リファーする判断力等 

 
       スキル：基本的面談スキル、ネットワークを構築するスキル、環境に働きかける力 
       知 識：職業・業界についての知識、労働関係法令・労働関係施策についての知識・理解 

 

 Ⅰ 調査の目的、方法等 
 キャリア・コンサルタントを活用する側のニーズに焦点を当て、 
  ①企業、就職支援機関、教育機関、地域など活用機関にヒアリングを行い、期待する役割やニーズを把握するとともに、 
  ②活躍しているキャリア・コンサルタントからヒアリングを行い、成長過程を把握・集約した。  

共通して必要と 
される能力 

① 企業による違いが大きい 
② 経営方針理解のサポート等、活
躍の場が拡大する可能性がある
が、求められる能力も高くなる 
③ 事業部門等にいるキャリア・コ
ンサルタントの活用についても考
えてよいのではないか 
④ 外部人材としての利用例もある 

① 個別の求人の具体的な内容や個
別の業界の最新の情報等が求めら
れる 

② 求職者層、求人者層の特質に応
じた支援を行うことが必要 

③ 必要な情報を的確に提供してい
くことが必要 

④ 求められる役割を意識し、使命
感を持つ 

① 職業・業界についての幅広く、
かつ、最新の情報が必要であるこ
と 

② グループ・アプローチ、ファシ 
リテーションスキルが必要 

③ 学校組織・方針等についての理
解 

① 必要なカウンセリングレベルが
高い 

② リファー先を含む関係機関との
ネットワーク構築の重要性が高い 

③ 情報提供の持つ意味が大きい 
④ 立場により、組織を運営する力、
指導する力も重要 

必要とされる能力を身につけるうえで留意すべき点等 

 Ⅲ まとめ 
  キャリア・コンサルタントには「まず、実践し、経験を積むこと」、「ネットワークを作ること」、「経験を積む中で必要となってくることを中心に継続
的に学ぶこと」と「必要な働きかけを行うこと」が求められる。複数のキャリア・コンサルタントが得意分野を活かし合うことも考えられる。行政には、こ
れを支援していくために、「学習支援情報」を提供していくこと、地方の学習環境を整備すること等が求められる。また、キャリア・コンサルタントを活用
する機関には、キャリア・コンサルタントについて理解するほか、期待する役割、求める能力をキャリア・コンサルタントに伝え、その活動状況について評
価し、その結果をフィードバックしていくことがのぞまれる。  
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つ
の
領
域
に
お
い
て
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に

期
待
す
る
役
割
や
ニ
ー
ズ
に
関
し
て
ヒ
ア
リ

ン
グ
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
企
業
領
域
に
お
い
て
、
キ
ャ
リ

ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
求
め
ら
れ
る
役
割

と
し
て
は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
面
の
対
応
な

ど
も
含
む
相
談
室
的
な
機
能
と
、
人
事
部
門

な
ど
と
も
関
係
す
る
教
育
・
研
修
的
な
機
能

や
能
力
開
発
的
な
機
能
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。

　

ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
で
は
、
先
進
的
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
企
業
に
も
訪
問
し
ま
し

た
が
、
全
体
的
に
制
度
の
導
入
が
進
ん
で
い

る
と
は
言
い
難
い
状
況
で
す
。
厚
生
労
働
省

が
毎
年
度
実
施
し
て
い
る
「
能
力
開
発
基
本

調
査
」
に
よ
れ
ば
、
慣
行
と
し
て
で
は
な
く
、

明
確
な
制
度
を
導
入
し
て
い
る
企
業
の
割
合

は
五
％
に
も
満
た
ず
、
と
く
に
企
業
規
模
が

小
さ
く
な
る
ほ
ど
導
入
割
合
は
低
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

次
に
就
職
支
援
領
域
で
す
が
、
こ
こ
で
期

待
さ
れ
て
い
る
の
は
、
求
人
・
求
職
の
マ
ッ

チ
ン
グ
な
ど
で
す
。
で
す
か
ら
、キ
ャ
リ
ア
・

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
は
、
基
本
的
な
相
談
ス

キ
ル
に
加
え
、
職
業
・
職
種
に
関
す
る
幅
広

い
知
識
や
求
職
者
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握

す
る
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

教
育
領
域
で
は
、
大
学
が
学
内
の
キ
ャ
リ

ア
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
お
い
て
、
就
職
率
の
向

上
を
め
ざ
す
中
、
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
に
は
学
生
の
就
職
活
動
支
援
、
キ
ャ
リ

ア
教
育
の
推
進
な
ど
の
役
割
が
求
め
ら
れ
お

り
、
実
際
に
効
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
た
だ
、

大
学
で
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、
キ
ャ
リ
ア
教

育
に
力
を
入
れ
て
い
る
も
の
の
、
講
義
と
の

連
携
が
十
分
で
は
な
か
っ
た
り
、
学
生
の
自

己
理
解
に
比
重
を
置
く
ば
か
り
に
社
会
の
仕

組
み
や
職
場
の
現
実
へ
の
理
解
が
疎
か
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
り
し
て
い
る
例
が
あ
る
こ

と
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
学
生
の
中
に

は
、
い
ざ
職
業
選
択
を
行
う
段
階
に
な
っ
て

慌
て
て
し
ま
う
と
い
っ
た
こ
と
も
あ
る
よ
う

で
す
。

　

地
域
領
域
に
つ
い
て
は
、
女
性
セ
ン
タ
ー

や
働
く
こ
と
に
悩
み
を
抱
え
る
若
者
へ
の
支

援
を
行
う
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
を
対
象
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
領
域
で
は
、
相
談
者
が
抱
え
る
問

題
が
複
雑
で
、
高
い
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
ス

キ
ル
が
必
要
だ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
、
リ

フ
ァ
ー
先
を
含
む
関
係
先
機
関
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
力
が
必
要
と
い
っ
た
課

題
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
の
人
数
は
増
え
て
き
た
も
の
の
、

キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て

体
系
的
に
学
ん
だ
者
は
そ
こ
ま
で
は
増
え
て

お
ら
ず
、
質
的
に
も
、
た
と
え
ば
、
組
織
へ

の
働
き
か
け
が
で
き
る
よ
う
な
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
、
あ
る
い
は
相
談
を
傾
聴
す
る
だ
け
で

な
く
、
的
確
に
助
言
、
指
導
で
き
る
人
材
は

ま
だ
十
分
で
は
な
い
た
め
、
質
的
に
高
い
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
養
成
や
、
資
質
の
向
上
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
に
お
け
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

の
数
の
格
差
問
題
も
あ
り
ま
す
。
大
都
市
で

は
そ
れ
な
り
に
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
が
い
ま
す
が
、
試
験
や
講
座
を
実
施
し
て

い
な
い
地
域
で
は
非
常
に
数
が
少
な
い
の
で

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
厚
生
労
働
省

で
は
、労
働
者
が
生
涯
の
節
目
に
キ
ャ
リ
ア
・

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
環
境
整
備
に
努
め
て
い
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

関
連
施
策

　

平
成
二
五
年
度
に
実
施
し
た
キ
ャ
リ
ア
・

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
関
連
施
策
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
ま
ず
、
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
を
普
及
促
進
す
る
た
め
の
事
業
と
し
て
、

①
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
の
記
載
方
法
や
効
果
的

な
活
用
方
法
な
ど
に
関
す
る
講
習
の
実
施
、

②
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
資
質
の

向
上
に
向
け
た
経
験
交
流
会
の
開
催
や
指
導

者
の
養
成
、
③
能
力
基
準
や
役
割
、
あ
り
方

な
ど
に
関
す
る
専
門
的
な
調
査
研
究
―
―
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

併
せ
て
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
を
行
う
企
業
の

創
出
促
進
の
た
め
の
事
業
と
し
て
、
①
企
業

内
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
の
推
進
に
関
す
る
専

門
的
な
相
談
支
援
、
情
報
提
供
、
②
非
正
規

労
働
者
等
を
含
む
若
年
在
職
者
等
に
対
す
る

キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
③
職
業

能
力
開
発
推
進
者
講
習
等
、
④
キ
ャ
リ
ア
形

成
支
援
の
模
範
と
な
る
企
業
の
表
彰
―
―
な

ど
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
平
成
二
六
年
度
に
向
け
て
の
概
算

要
求
中
の
施
策
の
う
ち
、
新
規
の
も
の
に
つ

い
て
ご
紹
介
す
る
と
、
①
文
部
科
学
省
な
ど

と
連
携
し
、
大
学
生
が
実
際
に
職
業
を
選
択

す
る
上
で
役
に
立
つ
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
た
め

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
、
②
中
高
年
ホ
ワ
イ

ト
カ
ラ
ー
層
な
ど
を
対
象
と
し
た
キ
ャ
リ
ア

チ
ェ
ン
ジ
に
役
立
つ
ツ
ー
ル
の
標
準
化
や
同

ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
技
法
の
開
発
及
び
普
及
、
③
若
年

者
等
を
対
象
と
し
た
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
キ
ャ

リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
機
会
の
提
供
、

④
若
年
者
を
対
象
に
中
長
期
的
な
キ
ャ
リ
ア

形
成
に
関
す
る
相
談
を
実
施
し
、
的
確
な
助

言
・
指
導
を
行
う
こ
と
で
、
自
発
的
な
キ
ャ

リ
ア
形
成
の
促
進
を
図
る
「
若
年
労
働
者
等

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
支
援
・
相
談
事
業
」
―
―

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

政
府
が
昨
年
六
月
に
策
定
し
た
「
日
本
再

興
戦
略
」
で
も
、「
キ
ャ
リ
ア
チ
ェ
ン
ジ
を
伴

う
労
働
移
動
を
成
功
さ
せ
る
た
め
の
キ
ャ
リ

ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
技
法
の
開
発
等
を

推
進
す
る
」
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、

今
後
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
重

要
性
は
一
層
高
ま
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

平
成
二
四
年
度
に
厚
生
労
働
省
が
ま
と
め

た
「
非
正
規
雇
用
労
働
者
の
能
力
開
発
抜
本

強
化
に
関
す
る
検
討
会
」報
告
書
で
は
、キ
ャ

リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
つ
い
て
、
非
正

規
労
働
者
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
向
け
、
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
み
な
ら
ず
、
労
働
者
の
希

望
や
能
力
、
労
働
市
場
の
動
向
な
ど
を
踏
ま

え
て
、
助
言
を
行
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
現
在
、
労
働
政
策
審
議
会
職
業

安
定
分
科
会
雇
用
保
険
部
会
及
び
同
能
力
開

発
分
科
会
で
は
、
非
正
規
雇
用
労
働
者
の
若

者
が
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
、
キ
ャ
リ
ア
チ
ェ
ン

ジ
し
て
安
定
的
に
働
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う

中
長
期
的
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
資
す
る
専
門

実
践
的
な
職
業
能
力
の
習
得
を
支
援
す
る
た

め
の
措
置
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

そ
う
し
た
意
味
で
も
、
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
対
し
て
、
質
量
と
も
に
よ

り
以
上
の
も
の
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
お
り
、「
正
念
場
」
を
迎
え
て
い
る
と
言
っ

て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
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研究報告

現
代
社
会
の
諸
問
題
と
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
主
任
研
究
員　

下
村
　
英
雄

　

こ
の
後
、
各
パ
ネ
リ
ス
ト
の
方
々
か
ら
ご

自
分
の
専
門
領
域
に
つ
い
て
、
ご
報
告
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
私
か

ら
は
、
各
領
域
に
共
通
す
る
課
題
、
さ
ら
に

は
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
関
す

る
今
後
の
可
能
性
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
現
代
社
会
の
諸
問
題
に
つ
い
て
整

理
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

企
業
に
お
い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
経
済
化
が

進
展
す
る
中
で
、
多
様
化
す
る
顧
客
ニ
ー
ズ

へ
の
迅
速
か
つ
的
確
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
ま
た
、
新
た
な
技
術
へ
の
対
応
が
ま

す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

労
働
者
に
お
い
て
は
、
就
業
意
識
・
就
業
形

態
の
多
様
化
や
そ
れ
に
伴
う
キ
ャ
リ
ア
の
個

別
化
、
多
様
化
が
進
ん
で
お
り
、
従
来
の
よ

う
に
全
従
業
員
一
律
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
が
想

定
し
づ
ら
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
上
、

自
律
的
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
従
業
員
自
身
が
自
ら
の
力
で
キ
ャ
リ
ア

を
切
り
開
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

他
方
、
大
学
も
多
様
化
し
て
お
り
、
そ
こ

に
通
う
大
学
生
も
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
そ

の
中
に
は
画
一
的
な
対
応
が
難
し
い
大
学
生

も
現
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
就
職
活
動
の
プ
ロ
セ
ス
を

み
る
と
、
依
然
伝
統
的
な
新
規
学
卒
一
括
採

用
が
続
く
な
か
で
、
ど
の
よ
う
な
大
学
生
で

も
あ
ら
ゆ
る
企
業
に
応
募
可
能
な
状
況
が
出

現
し
て
お
り
、
画
一
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善
す
る
た
め
に
大

学
は
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
に
つ
い
て
も
意

見
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
高
度
な
専
門
教
育
を

行
う
場
に
す
べ
き
と
の
意
見
も
あ
れ
ば
、
職

業
人
を
養
成
す
る
場
に
す
べ
き
と
の
意
見
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
基
礎
的
・
汎
用
的
な
能

力
を
養
成
す
る
場
に
す
べ
き
と
の
意
見
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
大
学
に
関
す
る
認
識

は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
専
門
家
の
間
で
も
な

か
な
か
意
見
が
ま
と
ま
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ

う
な
状
況
で
は
、
学
生
自
身
も
、
将
来
像
や

ビ
ジ
ョ
ン
、
目
標
を
設
定
す
る
こ
と
は
困
難

で
す
。

　

こ
う
し
て
企
業
側
、
大
学
側
双
方
に
多
様

化
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ら
に

対
応
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ニ
ー
ズ
も
多

様
化
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
現
在
、
公

共
職
業
サ
ー
ビ
ス
機
関
で
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
を
中
心
に
若
年
者
、
長
期
失
業
者
、
高
齢

者
、
障
が
い
者
、
非
正
規
労
働
者
な
ど
多
様

な
対
象
層
に
個
別
キ
ャ
リ
ア
支
援
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
海
外
で
も

み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

つ
ま
り
、
企
業
、
大
学
そ
れ
ぞ
れ
に
多
様

化
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
に
対

応
す
る
個
別
キ
ャ
リ
ア
支
援
へ
の
関
心
が
一

層
高
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
行
政
に
お
い
て
も
、
各
種
施
策

で
十
分
に
カ
バ
ー
で
き
な
い
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
た
め
、
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
個

別
キ
ャ
リ
ア
支
援
を
含
め
る
こ
と
で
、
万
全

の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
構
築
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

　

別
の
角
度
か
ら
、
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
、
歴
史
的
な
観
点
で
説

明
す
る
と
、
学
校
を
卒
業
後
、
就
職
し
て
、

キ
ャ
リ
ア
を
形
成
し
、
退
職
に
至
る
と
い
っ

た
従
来
の
安
定
的
な
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
は
、

キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
役
割
は

あ
く
ま
で
、
シ
ス
テ
ム
内
で
対
象
者
の
節
目

ご
と
に
い
か
に
適
切
な
支
援
を
行
う
か
で
し

た
。

　

と
こ
ろ
が
、
現
在
で
は
、
こ
の
安
定
的
と

思
わ
れ
て
い
た
シ
ス
テ
ム
が
、
さ
ま
ざ
ま
な

側
面
で
き
し
み
、
崩
れ
、
流
動
化
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
我
々
に
は
、

従
来
の
シ
ス
テ
ム
で
染
み
つ
い
た
漠
然
と
し

た
期
待
や
規
範
的
な
価
値
が
厳
然
と
残
っ
て

い
る
た
め
、
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
戸
惑
い
、
苦

し
む
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

ギ
ャ
ッ
プ
の
感
じ
方
が
、
各
人
多
様
で
あ
る

た
め
、
シ
ス
テ
ム
の
問
題
と
し
て
回
収
し
き

れ
ず
に
、
個
人
の
問
題
と
し
て
噴
出
し
て
い

る
状
況
で
す
。

　

さ
ら
に
、一
部
の
専
門
家
は
、今
後
の
キ
ャ

リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
状
況
に
つ
い
て
、

安
定
的
な
シ
ス
テ
ム
の
記
憶
が
遠
ざ
か
る
に

つ
れ
て
、
確
固
た
る
規
範
や
基
準
を
ま
っ
た

く
欠
い
た
状
況
が
出
現
す
る
と
予
測
し
て
い

ま
す
。
外
側
か
ら
基
準
が
与
え
ら
れ
て
い
な

い
状
況
で
は
、
各
人
が
自
分
自
身
で
キ
ャ
リ

ア
発
達
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

新
た
な
個
別
キ
ャ
リ
ア
支
援
の
あ
り
方
を
模

索
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

個
人
へ
の
支
援
が
重
要
に

　

以
上
の
話
を
ま
と
め
る
と
、
安
定
的
な
シ

ス
テ
ム
か
ら
流
動
的
な
シ
ス
テ
ム
へ
、
画
一

性
か
ら
多
様
性
へ
、
集
団
か
ら
個
人
へ
と
の

大
き
な
流
れ
が
あ
る
中
で
、
シ
ス
テ
ム
か
ら

漏
れ
落
ち
る
「
多
様
性
」
を
「
個
人
」
に
焦

点
を
当
て
て
支
援
す
る
こ
と
が
、
今
後
の
個

別
キ
ャ
リ
ア
支
援
の
本
質
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
言
い
換
え
る
な
ら
、
各
種
の
シ
ス

テ
ム
が
十
分
に
対
応
し
き
れ
な
い「
多
様
性
」

を
扱
う
の
が
、
現
代
社
会
に
お
け
る
個
別

キ
ャ
リ
ア
支
援
の
あ
り
方
で
す
。

　

現
代
社
会
に
お
け
る
各
種
シ
ス
テ
ム
内
で

の
個
別
キ
ャ
リ
ア
支
援
の
重
要
性
を
も
う
少

し
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
た
め
に
「
ゴ
ー

ル
キ
ー
パ
ー
」
の
例
え
を
用
い
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
ど
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
に
お

い
て
も
、
シ
ス
テ
ム
で
は
解
決
し
え
な
か
っ

た
問
題
に
最
終
的
に
対
処
す
る
仕
組
み
と
し

て
個
別
キ
ャ
リ
ア
支
援
が
必
要
で
あ
り
、
そ

れ
は
一
体
一
で
の
対
応
が
原
則
と
な
り
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
の
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
の
役
割
を
思

え
ば
、
そ
の
重
要
性
が
ご
理
解
い
た
だ
け
る

と
思
い
ま
す
。
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ま
た
、
個
別
キ
ャ
リ
ア
支
援
の
仕
組
み
が

な
い
シ
ス
テ
ム
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
が
、
逆

に
個
別
キ
ャ
リ
ア
支
援
だ
け
を
抜
き
出
し
て

考
え
る
こ
と
も
不
可
能
で
す
。
で
す
か
ら
、

あ
く
ま
で
、
シ
ス
テ
ム
内
に
お
け
る
個
別

キ
ャ
リ
ア
支
援
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
シ
ス
テ
ム
に
問
題
が
な
い
場
合

は
、
個
別
キ
ャ
リ
ア
支
援
の
仕
組
み
は
重
視

さ
れ
ま
せ
ん
が
、
逆
に
シ
ス
テ
ム
に
問
題
が

あ
る
場
合
、
個
別
キ
ャ
リ
ア
支
援
の
重
要
性

は
過
度
に
増
し
、
そ
の
負
荷
も
高
く
な
り
ま

す
。

　

最
近
の
キ
ャ
リ
ア
理
論
の
動
向
も
踏
ま
え

て
述
べ
る
と
、
二
一
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
は
、

従
来
の
「
発
達
的
な
」
キ
ャ
リ
ア
理
論
か
ら

大
き
く
パ
ラ
ダ
イ
ム
・
シ
フ
ト
が
起
き
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
キ
ャ
リ
ア

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
関
連
の
文
献
で
は
、「
ナ
ラ

テ
ィ
ブ
」「
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
テ
ィ
ブ
」
な
ど
の

キ
ー
ワ
ー
ド
が
踊
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら

は
冒
頭
で
お
話
し
た
よ
う
な
極
め
て
シ
ビ
ア

で
現
実
的
な
認
識
を
背
景
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
個
人
に
と
っ
て
は
、「
何
を
ど
う

す
れ
ば
い
い
か
」
と
の
外
的
な
基
準
が
欠
け

て
い
る
た
め
に
自
分
な
り
の
意
味
を
付
与
し

た
「
物
語
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
そ
の

た
め
に
は
自
分
が
置
か
れ
た
「
文
脈
」
を
捉

え
直
す
こ
と
で
、キ
ャ
リ
ア
を
自
ら「
構
築
」

し
て
い
か
な
え
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
置
か

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
個
別
キ
ャ

リ
ア
支
援
の
内
容
も
職
業
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

か
ら
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
、
さ
ら
に
は
生
き
る

意
味
や
価
値
の
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
へ
と
移
行
し
つ
つ
あ
る

訳
で
す
。

　

さ
て
、
こ
う
し
た
状
況
に

お
い
て
、
個
別
キ
ャ
リ
ア
支

援
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
変
化
し
て
い
る
の
か
、
ま

た
、
変
化
し
て
い
く
べ
き
な

の
か
四
点
ほ
ど
お
話
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

個
別
キ
ャ
リ
ア
支
援

の
多
様
化

　

一
つ
目
は
、
こ
れ
ま
で
の

お
話
で
お
わ
か
り
い
た
だ
け

ま
す
よ
う
に
、
個
別
キ
ャ
リ

ア
支
援
自
体
が
多
様
化
せ
ざ

る
を
得
な
い
と
い
う
点
で
す
。

キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
論
に

つ
い
て
、
従
来
の
状
況
と
、

最
近
の
状
況
を
比
較
し
た
の
が
図
１
で
す
。

後
者
は
主
に
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
や
Ｅ
Ｕ
諸
国
で
議
論

さ
れ
て
い
る
内
容
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

最
近
の
個
別
キ
ャ
リ
ア
支
援
で
は
、
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
対
峙
し
、
話

を
聞
く
こ
と
の
重
要
性
は
依
然
と
し
て
変
わ

ら
な
い
も
の
の
、
従
来
よ
り
も
扱
う
べ
き
領

域
が
拡
大
し
、
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
の
機
能
も
拡
張
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
お

わ
か
り
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
そ
の
一
つ
が
、「
時
間
的
に
延

長
さ
れ
た
キ
ャ
リ
ア
支
援
」
で
す
。
従
来
の

キ
ャ
リ
ア
支
援
の
役
割
は
、
学
校
と
職
業
を

結
ぶ
こ
と
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ

れ
が
時
間
的
に
引
き
延
ば
さ
れ
、
生
涯
を
通

し
て
の
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
重
要
と
の

考
え
方
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
学
校
に
お
け

る
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
の
取
り
組
み
も
そ
の

一
環
と
し
て
捉
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
成
人
を
対
象
と
し
た
職
場
で
の
キ
ャ

リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
も
多
大
な
関
心
が
払
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
の
研
究
者
が
好
ん
で
取
り
上
げ
る

問
題
と
し
て
、「
多
目
的
に
拡
張
さ
れ
た
キ
ャ

リ
ア
支
援
」
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

通
常
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
に
お
い
て
は
、
労
働
お
よ
び
教

育
面
で
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
解
消
に
向
け
た
取

り
組
み
、
さ
ら
に
そ
の
延
長
線
上
に
ど
の
よ

う
な
ス
キ
ル
が
必
要
で
、
何
を
勉
強
す
れ
ば

い
い
か
と
い
っ
た
こ
と
が
議
論
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
に
加
え
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
貧
困
や

犯
罪
と
い
っ
た
社
会
的
な
排
除
に
伴
う
問
題

の
解
消
に
向
け
た
、social equity

（
社
会

的
平
等
）
と
し
て
の
側
面
も
強
調
さ
れ
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
を 

シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
提
供
す
る

　

二
つ
目
は
、
各
種
シ
ス
テ
ム
と
個
別
キ
ャ

リ
ア
支
援
の
関
係
に
つ
い
て
で
す
。
個
別

キ
ャ
リ
ア
支
援
で
は
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
の
相
互
作
用
も
重
要
で
す
が
、

そ
れ
を
め
ぐ
る
体
制
や
シ
ス
テ
ム
へ
の
問
題

関
心
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
最
近
の
キ
ャ
リ

ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
論
で
は
、「
何
を
」
行
う
か
と

い
う
こ
と
に
加
え
て
、「
い
か
に
」
行
う
か
と

い
う
こ
と
に
も
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

個
別
キ
ャ
リ
ア
支
援
に
お
い
て
、「
相
談
」

は
も
っ
と
も
効
果
的
で
あ
る
も
の
の
、
も
っ

と
も
コ
ス
ト
の
か
か
る
手
法
で
あ
り
、
こ
れ

の
み
を
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
伝
達
手
段

と
考
え
た
場
合
、
極
め
て
コ
ス
ト
が
高
く
つ

き
、
導
入
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、

企
業
に
お
い
て
は
、
コ
ス
ト
が
負
担
と
な
っ

て
せ
っ
か
く
整
備
し
た
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン

ス
の
制
度
を
維
持
で
き
ず
、
行
政
に
お
い
て

も
サ
ー
ビ
ス
を
長
期
間
継
続
で
き
な
い
と

い
っ
た
問
題
が
生
じ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
つ
い
て
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
、

「
政
策
立
案
者
が
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
を

提
供
す
る
に
あ
た
っ
て
、
多
大
な
公
的
支
出

を
避
け
つ
つ
、
か
つ
ア
ク
セ
ス
を
拡
大
し
よ

う
と
す
る
な
ら
ば
、
新
し
い
技
術
を
用
い
た

費
用
対
効
果
の
高
い
方
法
を
模
索
す
る
必
要

が
あ
る
」
と
提
言
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
へ
の
対
策
と
し
て
議
論
さ

れ
て
い
る
モ
デ
ル
の
一
つ
が
「
サ
ー
ビ
ス
の

多
層
化
」
で
す
（
図
２
）。
こ
れ
は
「
相
談
」

を
頂
点
に
、「
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
や
「
情
報
」
提

供
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
こ
れ
を
支
え
る
こ
と

で
、
相
談
に
か
か
る
負
担
を
軽
減
し
て
い
こ

う
と
す
る
も
の
で
す
。
先
ほ
ど
の
ゴ
ー
ル

• 相談対象・相談内容・相談ニーズの多様化 
⇒個別キャリア支援の領域拡大・機能拡張

従来のキャリアガイダンス論 最近のキャリアガイダンス論
支援の内容 １対１のカウンセリングが中心 相談のみならず、情報提供、アドバイス、

ガイダンス（ＩＡＧ）を幅広く活用
支援の目的 個人のキャリア発達 労働市場、教育訓練、社会的平等
支援者 カウンセラー カウンセラー、準専門職や管理運営者を

含むチーム
対象者 若年が中心 全年齢層
具体的な
支援イメージ

若者の適切な進路選択の支援、
学校から職業への移行の支援

若年層から成人層までを含む
生涯キャリア発達の支援

支援のタイプ リアクティブ（対応的） プロアクティブ（予防的）
参考文献 アメリカ中心 アメリカ以外の国が中心
特徴 教育と労働の接合が中心。失業やミス

マッチの解消。上首尾な進路選択に
向けた支援

労働市場や教育訓練のミスマッチを
減らし、経済のグローバル化や情報化等
に対応する。あわせて社会的な公正や
平等、民主化などにも関心をもつ
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キ
ー
パ
ー
の
例
え
で
い
え
ば
、
で
き
る
だ
け

ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
（「
相
談
」）
の
所
に
ボ
ー

ル
が
こ
な
い
よ
う
「
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
と
「
情

報
」
提
供
に
よ
っ
て
支
援
し
、「
相
談
」
は
本

当
に
必
要
な
対
象
層
に
絞
る
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

こ
こ
で
議
論
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
キ
ャ

リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
い
か
に
シ
ス
テ
マ

テ
ィ
ッ
ク
に
提
供
す
る
か
で
す
。
先
ほ
ど
の

モ
デ
ル
で
は
、
個
別
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
割
合

は
サ
ー
ビ
ス
全
体
の
約
一
割
に
な
る
と
の
試

算
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
私
の
試
算
で
は
、

一
人
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
十
分
な
専
門
性
を

発
揮
す
る
た
め
に
は
、
情
報
の
整
備
や
研
修

の
企
画
を
行
う
ス
タ
ッ
フ
な
ど
バ
ッ
ク
ヤ
ー

ド
に
六
～
七
人
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
企
業
内
に
お
い
て
は
、
セ
ミ

ナ
ー
・
研
修
と
の
連
携
、大
学
に
お
い
て
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
主
催
の
セ
ミ
ナ
ー
や
正
課
の

キ
ャ
リ
ア
関
連
科
目
と
の
関
連
な
ど
、
他
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
の
統
合
的
な
運
用
が
不
可
欠

に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス

を
下
支
え
す
る
情
報
支
援
も
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

こ
の
情
報
支
援
に
際
し
て
は
、
コ
ス
ト
・

エ
フ
ェ
ク
テ
ィ
ブ
な
手
法
で
遠
隔
地
へ
リ
ー

チ
で
き
る
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
側
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
の
し
や
す
い
こ
と
も

重
要
で
す
。
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
と
っ
て
、
相

談
室
ま
で
出
向
く
こ
と
は
気
が
重
い
こ
と
で

す
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
あ
れ
ば
、
自
宅

か
ら
で
も
容
易
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。
ま

た
情
報
支
援
に
は
、
本
人
の

自
発
性
、
自
律
性
を
引
き
出

す
効
果
も
あ
り
ま
す
。

中
間
団
体
に
よ
る 

支
援
に
期
待

　

各
種
シ
ス
テ
ム
と
個
別

キ
ャ
リ
ア
支
援
の
関
係
に
関

す
る
議
論
で
は
、
企
業
に
お

け
る
支
援
に
つ
い
て
も
盛
ん

に
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
企
業
に
お
け
る
個
別

キ
ャ
リ
ア
支
援
は
、
研
究
が

も
っ
と
も
立
ち
後
れ
て
い
る

領
域
で
し
た
。
支
援
の
提
供

は
、
先
進
国
で
も
大
企
業
に

限
定
さ
れ
る
の
が
現
状
で
す
。

も
し
く
は
、
専
門
職
・
技
術

職
・
幹
部
候
補
な
ど
の
エ

リ
ー
ト
社
員
向
け
の
専
門
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
議
論
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
状
況
で
し
た
。

こ
れ
は
、
先
ほ
ど
報
告
し
た
と
お
り
、
相
談

は
労
働
集
約
的
な
性
質
が
強
く
、
コ
ス
ト
が

高
く
つ
く
た
め
、
一
部
の
対
象
層
に
し
か
提

供
で
き
な
い
こ
と
が
ネ
ッ
ク
と
な
る
か
ら
で

す
。

　

今
後
は
む
し
ろ
、
労
働
組
合
、
業
界
団
体
、

経
済
団
体
の
よ
う
な
中
間
団
体
に
よ
る
支
援

が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
中
間
層
へ
の
個
別
キ
ャ
リ
ア
支
援

を
行
う
際
の
方
策
と
し
て
、
キ
ー
ワ
ー
ド
と

な
る
の
が
、「C

areer conversation

」

「C
areer discussion

」
で
す
。
こ
れ
ら
は
、

単
に
従
業
員
の
話
を
う
な
ず
き
な
が
ら
聞
く

の
で
は
な
く
、
組
織
の
側
か
ら
、
ビ
ジ
ョ
ン
、

価
値
観
、
ゴ
ー
ル
を
積
極
的
に
伝
え
て
い
こ

う
と
い
う
も
の
で
す
。
そ
の
上
で
、
従
業
員

と
組
織
と
の
間
で
価
値
観
を
共
有
し
、
信
頼

を
形
成
し
て
い
こ
う
と
の
ね
ら
い
が
あ
り
ま

す
。

強
ま
る
「
社
会
正
義
」
へ
の
関
心

　

三
つ
目
は
、「S

ocial Justice

（
社
会
正

義
）」
に
対
す
る
世
界
レ
ベ
ル
で
の
関
心
に

つ
い
て
で
す
。
現
在
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
研

究
で
は
、「
社
会
正
義
」
に
対
す
る
関
心
が
世

界
的
に
高
ま
っ
て
お
り
、
と
く
に
キ
ャ
リ
ア

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
研
究
者
が
こ
う
し
た
動

向
に
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
海
外
で
執
筆

さ
れ
た
論
文
の
中
に
は
、S

ocial Justice
を
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
お
け
る
新

し
い
流
れ
と
し
、
今
後
は
こ
れ
を
常
に
意
識

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
論
じ
て
い
る

も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
関
連

の
学
会
で
も
二
○
一
○
年
以
降
こ
ぞ
っ
て
、

S
ocial Justice

を
タ
イ
ト
ル
に
掲
げ
た
大

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
二
○
一
三
年
に
開

催
さ
れ
たIA

E
V

G

フ
ラ
ン
ス
大
会
で
は
、

S
ocial Justice

に
関
す
る
宣
言
も
出
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
お
い
て
、

「
社
会
正
義
」
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
背
景

に
は
、
従
来
の
伝
統
的
な
キ
ャ
リ
ア
発
達
理

論
が
、
ア
メ
リ
カ
の
白
人
男
性
を
中
心
と
し

て
い
た
こ
と
へ
の
反
省
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
八
○
～
九
○
年
代
以
降
は
、
移
民
、

非
白
人
、
女
性
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
対
象
層
の

キ
ャ
リ
ア
発
達
研
究
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
中
で
、
単

に
異
文
化
に
配
慮
す
る
だ
け
で
は
限
界
が
あ

り
、
社
会
正
義
を
念
頭
に
置
い
た
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
の
認
識
が
生

ま
れ
ま
し
た
。

　

日
本
に
お
い
て
も
、
社
会
正
義
に
対
す
る

関
心
は
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
以
前
行
っ
た

調
査
で
は
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
対
す
る

ニ
ー
ズ
は
、
男
性
よ
り
も
女
性
、
中
高
年
層

よ
り
も
若
年
層
と
、
組
織
文
化
の
中
心
か
ら

外
れ
た
周
辺
層
で
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
別
個
に
論
じ
ら

れ
て
き
た
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
、
若
年
不
安
定

就
労
、
学
卒
無
業
、
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
問
題
に
つ
い
て
も
、「
社
会

正
義
」
の
実
現
に
向
け
た
個
別
キ
ャ
リ
ア
支

援
の
観
点
か
ら
、
改
め
て
関
わ
っ
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

と
く
に
、
社
会
的
正
義
の
具
体
的
な
実
践

策
と
し
て
、
重
視
さ
れ
て
い
る
の
が
ア
ド
ボ

カ
シ
ー
（
政
策
提
言
）
の
取
り
組
み
で
す
。

こ
れ
は
、
個
別
キ
ャ
リ
ア
支
援
を
通
じ
、
そ

れ
を
取
り
巻
く
環
境
条
件
に
注
意
を
向
け
、

社
会
に
向
け
て
情
報
発
信
す
る
こ
と
で
、
制

度
や
施
策
に
直
接
関
与
し
て
い
こ
う
と
い
う

も
の
で
す
。

　

図
３
は
、
ア
メ
リ
カ
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

協
会
（
Ａ
Ｃ
Ａ
）
が
出
し
て
い
る
ア
ド
ボ
カ

相談

個別支援
サービス

ガイダンス

スタッフ支援型
サービス

情報

セルフヘルプ型

サービス

・相談（＝個別支援サー

ビス）を必要とする層を

少なくし、限れらたリソー

スを集中的に投入する。

・ガイダンス（＝スタッフ

支援型サービス）は、相

談と情報をつなぐ役割が

あり、適切なアドバイス

を与え、相談を必要とす

る対象層を判別する。

・情報（＝セルフヘルプ

型サービス）は、様々な

情報や自記式のテストな

どを用意し、自分でキャ

リアを切り開けるように

する。潜在的なニーズの

掘り起こしも狙う。

図２　サービスの多層化
Tieringof services
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シ
ー
の
行
動
領
域
で
す
。
本
来
的
な
意
味
で

の
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
は
、「
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
た

め
の
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
」
で
す
が
、
こ
こ
で
注

目
し
た
い
の
は
、「
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
ア
ド

ボ
カ
シ
ー
」
で
す
。
従
来
か
ら
、
組
織
へ
の

働
き
か
け
は
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
重

要
な
機
能
、
能
力
の
一
つ
と
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
こ
れ
を
さ
ら
に
個
別
キ
ャ
リ
ア
支
援

の
中
心
的
な
位
置
に
近
づ
け
よ
う
と
い
う
考

え
方
で
す
。
こ
れ
に
は
、
先
ほ
ど
の
ゴ
ー
ル

キ
ー
パ
ー
の
例
え
で
い
う
と
、
個
別
キ
ャ
リ

ア
支
援
で
明
か
と
な
っ
た
問
題
を
シ
ス
テ
ム

に
フ
ィ
ー
ド
し
、
改
善
し
よ
う
と
す
る
こ
と

で
す
。
要
す
る
に
個
別
キ
ャ
リ
ア
支
援
の
コ

ス
ト
・
エ
フ
ェ
ク
テ
ィ
ブ
な
方
策
の
一
つ
と

し
て
、
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
の
ル
ー
ト
を
増
や
し

て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
専
門
性
を
高
め
る

　

四
点
目
は
、
今
後
の
個
別
キ
ャ
リ
ア
支
援

の
可
能
性
と
求
め
ら
れ
る
新
た
な
ス
キ
ル
に

つ
い
て
で
す
。
社
会
問
題
が
多
様
化
す
る
中

で
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
も
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
改
め
て
、

キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
の
専
門
性
を
再
定
義
し
た
上
で
、

そ
の
専
門
性
を
高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
の
質
を
保
証
し
よ
う
と
の
議
論

も
活
発
化
し
て
い
ま
す
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学
会
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

各
国
を
中
心
に
現
在
あ
る
キ
ャ
リ
ア
支
援
の

実
践
家
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
集
約
・
整
理

し
て
、
①
基
礎
的
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（
基
礎

ス
キ
ル
・
価
値
観
）
②
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
の

相
互
作
用
に
関
す
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
と
の
や
り
と
り
）
③
補
助
的
コ

ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（
シ
ス
テ
ム
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
）
―
―
の
三
つ
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
は
、
傾
聴
や
ア
ク
テ
ィ
ブ
リ
ス
ニ
ン

グ
な
ど
②
が
重
視
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今

後
の
支
援
で
は
、
①
の
実
践
者
の
ス
キ
ル
と

価
値
観
、
③
の
シ
ス
テ
ム
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
重
視
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

と
く
に
質
保
証
に
関
す
る
論
点
の
中
で
、

キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
レ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
（
規
則
）、

ス
タ
ン
ダ
ー
ド

（
標
準
）
へ
の

関
心
も
浮
上
し

て
い
ま
す
。
ま

た
、
ど
の
よ
う

な
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
で
あ
っ
て

も
一
定
の
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
を

提
供
で
き
る
よ

う
ア
セ
ス
メ
ン

ト
（
評
価
）
や

ツ
ー
ル
に
つ
い

て
も
継
続
的
に

整
備
し
て
い
こ

う
と
の
議
論
も

出
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
好
ん

で
議
論
さ
れ
る

問
題
と
し
て
、

個
別
キ
ャ
リ
ア

支
援
提
供
者
の
訓
練
・
養
成
を
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
く
か
と
い
う
点
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

日
本
で
は
こ
の
よ
う
な
問
題
は
あ
ま
り
議
論

さ
れ
ま
せ
ん
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
大
学

レ
ベ
ル
、
高
等
教
育
レ
ベ
ル
で
養
成
し
よ
う

と
の
議
論
が
中
心
に
な
っ
て
い
ま
す
。

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
と
の
統
合
も

　

最
後
に
個
別
キ
ャ
リ
ア
支
援
と
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
の
関
連
に
つ
い
て
ふ
れ
ま
す
。
日
本

で
は
、
基
本
的
に
は
初
期
の
段
階
で
見
立
て

を
行
っ
て
、
適
切
に
リ
フ
ァ
ー
（
相
談
に
訪

れ
た
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
に
対
し
、
十
分
な
対
応

が
で
き
な
い
場
合
、
他
の
適
切
な
専
門
家
に

ク
ラ
イ
エ
ン
ト
を
紹
介
す
る
こ
と
）
す
る
の

が
標
準
的
な
解
決
の
手
法
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
海
外
の
学
術
専
門
誌
の
特
集
で

は
、
個
別
キ
ャ
リ
ア
支
援
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
ケ
ア
の
統
合
が
議
論
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
が
行
っ
た
調
査
で
は
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
上
の
問
題
を
抱
え
て
い
る

方
は
、
職
業
や
キ
ャ
リ
ア
に
問
題
を
感
じ
て

い
る
場
合
が
多
く
、
ま
た
「
転
職
し
た
い
」

と
考
え
て
い
る
場
合
が
多
い
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
て
い
ま
す
（
図
４
）。
確
か
に
仕
事

を
離
れ
て
の
ん
び
り
し
た
い
、
疲
れ
た
の
で

休
み
た
い
と
の
ニ
ー
ズ
も
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
一
方
で
単
に
仕
事
を
変
わ
り
た
い
と
の

ニ
ー
ズ
も
あ
り
ま
す
。

　

要
す
る
に
、
キ
ャ
リ
ア
に
問
題
を
抱
え
て

い
る
場
合
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
問
題
も
抱
え
て

い
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
た
め
、
両
者
を
切

り
分
け
て
し
ま
う
と
、
本
来
、
キ
ャ
リ
ア
支

援
を
提
供
す
べ
き
だ
っ
た
対
象
層
に
適
切
な

支
援
を
提
供
で
き
な
い
可
能
性
が
生
じ
ま
す
。

両
者
の
統
合
に
つ
い
て
は
改
め
て
考
え
る
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

• ACA Advocacy Competencies: A social justice 
framework for counselors. (Ratts,Toporek, & 
Lewis, 2010) 

ACA アドボカシー行動領域 

クライエント 

（学生、従業員） 

クライエントの
エンパワメント 

クライエントの
ための    

アドボカシー 

組織 

（学校、企業） 

組織間の連携 

システムに 
対する    

アドボカシー 

公共空間 

広報活動 

社会的・   
政策的な  

アドボカシー 

30.6%

52.2%
72.1%

0%

20%

40%

60%

80%

抑うつ

なし

N=1703

軽度の

抑うつ性

あり
N=1690

抑うつ

傾向

あり
N=624

職業やキャリアに

問題を感じている

32.0%
44.1%

63.6%

0%

20%

40%

60%

80%

抑うつ

なし

N=1707

軽度の

抑うつ性

あり
N=1693

抑うつ

傾向

あり
N=627

支援やサポートが

必要である

抑うつなし

N=1717

軽度の

抑うつ性

あり

N=1701

抑うつ

傾向あり

N=628

昇進・昇給すること 38.2% 34.3% 31.6%

職場の仲間に認められること 60.1% 51.5% 48.3%

もっと良い仕事に変わること 40.3% 46.0% 53.2%

家族や子供を大切にすること 85.9% 75.6% 65.5%

一人でのんびり余暇を楽しむこと 63.9% 64.3% 72.2%

職場や職場以外の友人たちと楽しく過ごすこと 64.0% 50.4% 51.2%

地域とのつながりを大事にし、地域に貢献すること 39.5% 28.5% 24.6%

より良い社会をつくること 54.9% 43.0% 37.8%

困っている人々が幸せに暮らせるようにすること 56.9% 48.7% 46.8%

20.7%

30.8%

51.4%

0

10

20

30

40

50

60

抑うつなし

N=1717
軽度の

抑うつ性

あり
N=1701

抑うつ

傾向あり

N=628

転職したい

キャリアに問題を抱えてい
る場合、パーソナルな問題
も抱えているのが一般的で
あり、切り分けてしまうと、
本来、キャリア支援を提供
すべきだった対象層に、 
適切な支援を提供できない。 
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ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
け
る
個
別
キ
ャ
リ
ア

支
援
と
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に

つ
い
て
、
現
場
の
視
点
か
ら
ご
報
告
し
ま
す
。

　

図
１
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
標
準
的
な
組
織

体
系
を
示
し
た
も
の
で
す
。
私
が
所
属
し
て

い
た
の
は
、
専
門
援
助
部
門
で
、
主
に
障
が

い
の
あ
る
方
の
職
業
指
導
に
長
く
携
わ
っ
て

き
ま
し
た
。

　

図
２
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
役
割
を
示
し
た

も
の
で
す
。
職
業
紹
介
、雇
用
保
険
／
求
職

者
支
援
、
雇
用
対
策
の
三
本
の
柱
を
一
体
的

に
行
う
こ
と
で
、
雇
用
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
と
し
て
の
中
核
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。

　

私
は
、
障
が
い
者
の
ほ
か
、
母
子
家
庭
の

母
、
刑
務
所
出
所
者
、
生
活
保
護
受
給
者
な

ど
を
支
援
し
て
き
た
の
で
す
が
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
で
は
、
こ
う
し
た
方
々
の
就
職
を
実

現
す
る
た
め
、
求
職
者
ご
と
に
担
当
者
を
決

め
て
、
予
約
制
で
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

他
機
関
と
の
連
携
で
効
果
的
な
支
援
を

　

効
果
的
な
支
援
を
行
う
た
め
、
関
係
機
関

と
連
携
し
た
「
チ
ー
ム
支
援
」
も
行
っ
て
い

ま
す
。
た
と
え
ば
、
障
が
い
者
に
対
す
る
支

援
で
は
、
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
、
障
害
者

就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
、
そ
の
他
各
就

労
支
援
機
関
と
連
携
し
て
い
ま
す
。
刑
務
所

出
所
者
に
対
す
る
支
援
で
は
、
保
護
観
察
官

や
保
護
司
、
更
正
保
護
施
設
の
協
力
を
仰
ぎ

ま
す
。
そ
の
た
め
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、

チ
ー
ム
を
束
ね
る
コ
ー
テ
ィ
ネ
ー
タ
ー
的
機

能
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

求
職
者
に
対
す
る
個
別
支
援
と
同
時
に
、

就
職
先
と
な
る
企
業
へ
の
指
導
・
支
援
な
ど

の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
重
視
し
て
い
ま
す
。
障
害

者
雇
用
促
進
法
に
基
づ
く
障
害
者
の
法
定
雇

用
率
達
成
に
向
け
た
指
導
も
そ
の
一
つ
で
す
。

　

求
職
者
の
孤
立
を
防
ぐ
た
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
機
関
を
活
用
し
た
援
助
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
し
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
支
援
す
る
こ
と

も
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
重
要
な
役
割
で
す
。

報 告 １

行
政
の
視
点
か
ら

埼
玉
労
働
局
職
業
安
定
課
企
画
・
調
整
室
長　

寺
山
　
昇

職業相談部門 職業紹介、職業相談及び求職受理業務 

1. 設置数 
544所（本所 437所  出張所 94所  分室 13室）（平成25年度末現在） 

  
2. 人員体制 

職員数 11,348人  相談員数 17,941人 
 
3. 所掌事務 

1） 職業紹介  職業相談・紹介業務、求人受理・開拓業務 
            再就職支援業務等 
2） 雇用保険  雇用保険適用、失業認定・給付業務等 
3） 雇用対策  障害者・高年齢者雇用企業指導業務、助成金業務 等 

図１ 公共職業安定所の設置数等（平成２５年度） 

ハローワーク 

庶務課 

雇用保険課 

雇用保険関連業務 
○ 給付関連業務（雇用保険における受給資格の決定、失業認定、給付及び不正受給の返

還・納付命令等） 
○ 適用関連業務（雇用保険対象事業所の成立手続業務及び被保険者資格の取得・喪失

手続業務） 

庶務その他の業務 

専門援助部門 専門援助を必要とする求職者（学卒、障害者等）に対する業務（職業紹介、 
職業相談、求職受理、求人受理、求人開拓、事業主指導業務） 

事業所部門 求人関連業務（職業紹介のために行われる求人受理業務及び求人開拓業務）
事業主指導関連業務、助成金給付関連業務 

◎内部組織（中規模所の例） 

＜ハローワークでの求職活動の様子＞ 

 年長フリーター等の若者、障害者、
母子家庭の母、生活保護受給者、
高齢者等の就職の実現には、企業
への指導・支援と一体となった職業
紹介や、関係機関と連携した「チー
ム支援」等が効果的。 
求職者に対しては雇用安定策の

みならず、生活支援等も重要。 

 失業認定に当たっては、再就職

の意思が疑わしい者について、

保険者たる国が直接職業紹介を

実施して真意を厳格に確認する

ことが不可欠。 

   職業紹介 

職業紹介・職業相談 
求人開拓 

  雇用保険／求職者支援 

※ OECDの雇用戦略においても、職業紹介、失業給付及び雇用対策の3つの機能は統合されるべきとの勧告がなされている。 （1994年、2006年） 
※ G8労働大臣会合・議長総括においても、政府は、職業紹介・失業給付・積極的労働市場政策を統合する、よく機能する効果的な雇用機関があることを
保証しなければならないと述べられている。                                                     （2007年、2008年） 

○ 就職する希望を持つ全ての人（年長フリーター等の若者、障害者、母子家庭の母、生活保護受給者、高齢
者等）への支援を進めていくためには、企業への指導・支援と一体となった職業紹介が効果的 

○ このため、職業紹介と雇用対策（事業主指導・支援を伴う）を一体的に実施するハローワークが雇用の
セーフティーネットとしての中核的な役割を果たすことが必要 

図２ 雇用のセーフティネットを担う公共職業安定所 

失業認定・給付、給付制限、不正受給に対す
る返還・納付命令等の処分 

職業訓練の受講の指示、職業訓練受講給付
金の支給等の求職者支援制度に関する事務 

障害者の雇用率達成指導 

雇用維持に係る支援・指導 

求職者に対する住宅・生活支援  等 

雇用対策 
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私
自
身
、
障
害
者
雇
用
促
進
法
に
基
づ
く

特
例
子
会
社
の
設
立
に
関
し
て
、
労
働
局
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
中
心
に
企
業
や
様
々
な
支

援
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
担
当
し
た
業

務
の
中
に
、「
障
害
者
雇
用
支
援
戦
略
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
障
が
い
者
の
就
職
件
数
と
勤
続
年
数

の
向
上
を
目
的

と
し
た
も
の
で

平
成
二
三
年
七

月
か
ら
実
施
し

ま
し
た
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
を
通
じ
た
埼

玉
労
働
局
管
内

の
年
間
就
職
件

数
は
、
平
成
二

二
年
度
で
二
○

六
○
件
だ
っ
た

の
で
す
が
、
こ

れ
を
五
年
後
の

平
成
二
七
年
度

ま
で
に
一
・
五

倍
の
三
○
九
○

件
以
上
に
す
る

こ
と
が
目
標
と

し
て
掲
げ
ら
れ

ま
し
た
。
平
成

二
四
年
三
月
に

県
内
障
が
い
者

の
平
均
勤
続
年

数
の
調
査
を
実

施
し
て
、
一
○

年
一
一
カ
月

だ
っ
た
勤
続
年

数
も
五
年
後
に

は
二
年
以
上
伸

ば
す
こ
と
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、

就
職
件
数
な
ど

の
「
量
」
だ
け
で
は
な
く
、
勤
続
年
数
な
ど

に
表
れ
る
「
質
」
も
求
め
て
、
支
援
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

法
令
や
施
策
へ
の
理
解
が 

支
援
の
鍵
に

　

就
職
支
援
を
行
う
側
が
、
労
働
関
係
法
令

や
労
働
関
係
施
策
に
つ
い
て
知
識
、
理
解
が

あ
る
こ
と
は
、
求
職
者
の
選
択
肢
を
増
や
す

意
味
で
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
の
長
女
が
就
職
活
動
中
、
エ
ン
ト
リ
ー

先
の
企
業
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
有

名
企
業
ば
か
り
並
ん
で
い
ま
し
た
。私
が「
地

元
の
中
小
企
業
に
も
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
は
ど

う
か
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
と
、「
働
き
や
す

い
企
業
か
ど
う
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
か
ら
」

と
の
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
私
が
長
女
に
教
え
た
の
が
「
く

る
み
ん
マ
ー
ク
」
で
す
。
こ
れ
は
、
国
が
、

仕
事
と
子
育
て
を
両
立
し
や
す
い
職
場
環
境

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
認
定
し
た
企

業
に
与
え
る
マ
ー
ク
で
す
。
私
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
て
、
長
女
は
、
地
元
企
業
の
中
か

ら
、
認
定
を
受
け
た
企
業
を
見
つ
け
出
し
、

エ
ン
ト
リ
ー
し
ま
し
た
。

　

厚
生
労
働
省
の
施
策
の
一
つ
に
「『
若
者

応
援
企
業
』
宣
言
事
業
」
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
一
定
の
労
務
管
理
体
制
を
整
備
の
上
、

三
五
歳
未
満
の
若
者
を
採
用
・
育
成
す
る
た

め
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
人
を
出
し
、
通
常
の

求
人
情
報
よ
り
も
詳
細
な
企
業
情
報
・
採
用

情
報
を
公
表
す
る
中
小
企
業
を
「
若
者
応
援

企
業
」
と
し
て
積
極
的
に
マ
ッ
チ
ン
グ
や
Ｐ

Ｒ
を
行
う
と
い
う
内
容
で
、
昨
年
一
二
月
四

日
現
在
埼
玉
労
働
局
管
内
で
は
、
三
一
一
事

業
所
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
近
年
、
若
者

の
「
使
い
捨
て
」
が
疑
わ
れ
る
企
業
の
こ
と

が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
若
者
応
援

企
業
の
存
在
を
伝
え
る
こ
と
で
、
求
職
者
側

が
企
業
を
選
択
す
る
際
の
目
安
に
も
な
り
ま

す
。
支
援
を
行
う
側
が
労
働
関
係
法
令
や
労

働
関
係
施
策
に
つ
い
て
知
識
が
あ
る
と
、
求

職
者
側
の
選
択
肢
も
広
が
る
こ
と
が
お
わ
か

り
い
た
だ
け
た
か
と
思
い
ま
す
。

働
く
人
が
生
き
が
い
を
得
ら
れ
る
支
援

　

今
日
の
報
告
の
中
で
私
が
伝
え
た
か
っ
た

こ
と
は
、
個
別
キ
ャ
リ
ア
支
援
に
お
い
て
は
、

就
業
支
援
を
行
う
と
同
時
に
、
働
く
人
が
生

き
が
い
を
得
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
べ

き
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。こ
の「
生

き
が
い
」
の
「
か
い
」
と
い
う
言
葉
は
、
日

本
最
古
の
物
語
と
さ
れ
て
い
る「
竹
取
物
語
」

の
中
に
も
登
場
し
ま
す
。
か
ぐ
や
姫
に
求
婚

す
る
五
人
の
公
達
の
一
人
、
石
上
中
納
言
は

姫
か
ら
、
結
婚
の
条
件
と
し
て
、
燕
が
産
む

と
い
う
子
安
貝
を
取
っ
て
く
る
こ
と
を
要
求

さ
れ
ま
す
。

　

中
納
言
は
、
子
安
貝
ら
し
き
物
を
み
つ
け

る
の
で
す
が
、
結
局
そ
れ
は
子
安
貝
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
時
、「
あ
な
、
か
ひ

な
の
わ
ざ
や
」（
あ
あ
、
貝
で
は
な
か
っ
た
こ

と
だ
な
ぁ
）
と
つ
ぶ
や
き
ま
す
。

　

こ
の
「
か
い
」
に
つ
い
て
は
、「
価
値
あ
る

も
の
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
生

き
が
い
」は「
生
き
る
価
値
」「
生
き
る
意
味
」

と
い
う
意
味
に
な
り
ま
す
。

　

先
ほ
ど
の
下
村
研
究
員
の
報
告
に
は
、
最

新
の
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
理

論
の
中
に
は
、
意
味
を
探
求
す
る
と
い
う
意

味
が
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
キ
ャ
リ
ア

支
援
を
行
う
に
際
し
て
も
、
職
業
を
中
心
に

据
え
つ
つ
も
、
個
人
の
生
き
が
い
、
働
き
が

い
ま
で
を
含
め
た
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
が
、

世
の
中
の
変
化
が
激
し
い
状
況
下
に
お
い
て
、

必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

  職業紹介機関 
名称 

職業紹介 
機関数 
（箇所） 

職員数 
（非常勤職員等も
含めた人数） 

（人） 

労働力人口 
（千人） 

職員１人
当たり労
働力人口
（人） 

機関１箇
所当たり
労働力人
口（人） 

失業者数 
（千人） 

職員１人
当たり失
業者数
（人） 

機関１箇
所当たり
失業者数
（人） 

失業率 
（％） 

イギリス ジョブセンター・ 
プラス ８６５（’０８） ６５，６４４（’０９） 

（６７，３０８） ２９，５１７（’０５） ４５０ 
（４３９） ３４，１２４ １，５００（’０５） ２３ 

（２２） １，７３４ ７．６（’０９） 

ドイツ 
公共職業安定所 
（連邦雇用エー
ジェンシー） 

７８６（’０９） ９２，２９７（’０９） 
（１０８，７８１） ４３，０６８（’０７） ４６７ 

（３９６） ５４，７９４ ３，４２３（’０９） ３７ 
（３１） ４，３５５ ８．２（’０９） 

フランス
（注１） 

公共職業安定所 
（雇用局） ９１０（’０９） 約４５，０００（’０８） 

（注２） ２８，０４２（’０８） ６２３ ３０，８１５ ２，０９２（’０８） ４６ ２，２９９ ９．４（’０９） 

アメリカ 各州職業安定 
機関 ２，９５１（’０８）    － 

 （注３） １４９，３２０（’０５） － ５０，６００ ７，６００（’０５） － ２，５７５ ９．３（’０９） 

日本 公共職業安定所 ５４５（’１０末） １１，８６１（’１０末） 
（３１，１０７） ６５，９００（’１０） ５，５５６ 

（２，１１８） １２０，９１７ ３，３４０（’１０） ２８２ 
（１０７） ６，１２８ ５．１（’１０） 

※ ホームページ上の各種統計資料をもとに、厚生労働省において作成 

（注１） フランスには職業紹介機関であるANPEの他に失業保険を扱う機関であるASSEDICがあったが、ANPEとASSEDICは２００９年１月に統合 
     職員数については、ANPEとASSEDICを合算したものを計上 
（注２） 職員と非常勤職員等の内訳は不明 
（注３） 各州単位で公共職業紹介機関の設置を行っているため、全体の職員数については不明。なお、９７年当時の職員数は約７０，０００人。 

職員１人当たりの労働力人口及び失業者数を比べると、日本の職員数は欧州主要国の１／１０
程度  

図３ 主要先進国の職業紹介機関の体制 
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か
。

　

キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
は
、
他

人
の
生
き
方
を
支
援
す
る
と
い
う
大
変
重
大

な
責
務
を
負
っ
て
い
る
た
め
、
常
に
専
門
知

識
を
習
得
し
、
能
力
の
向
上
に
努
め
る
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
自
身
も
自
主
勉
強
会
を
運
営
し
た
り
、

労
働
大
学
校
が
行
政
職
員
向
け
に
開
催
す
る

キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
実
践
的

な
能
力
向
上
の
セ
ミ
ナ
ー
講
師
な
ど
を
通
じ

て
職
員
の
ス
キ
ル
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
主
要
先
進
国
に

比
べ
、
職
員
数
が
一
〇
分
の
一
程
度
で
、
非

常
勤
職
員
の
割
合
も
高
い
な
か
（
図
３
）、

求
職
者
の
支
援
に
注
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

報 告 ２

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
視
点
か
ら

日
本
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会
東
京
支
部
キ
ャ
リ
ア
関
連
講
座
部
部
長　

石
川
　
邦
子

　

私
は
、
本
日
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
の
視
点
か
ら
ご
報
告
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
図
は
、キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
に
関
す
る
課
題
の
全
体
像
で
す
が
、
こ

の
よ
う
に
各
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
て

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
が

お
わ
か
り
い
た
だ
け
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

組
織
の
中
で
は
、
先
ほ
ど
下
村
さ
ん
か
ら

お
話
が
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
キ
ャ
リ
ア
上

の
課
題
や
悩
み
が
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
を

引
き
起
こ
し
た
り
、
逆
に
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

の
悪
化
が
キ
ャ
リ
ア
に
影
響
を
与
え
た
り
、

障
害
と
な
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。

困
難
な
ケ
ー
ス
へ
の
支
援

　

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
個
別
キ
ャ

リ
ア
支
援
に
と
く
に
困
難
を
感
じ
る

ケ
ー
ス
は
、
①
離
職
期
間
が
数
年
に

及
ぶ
ブ
ラ
ン
ク
の
あ
る
相
談
者
②
生

活
保
護
を
受
給
中
の
相
談
者
③
就
職

活
動
中
の
相
談
者
④
知
的
障
が
い
と

思
わ
れ
る
相
談
者
⑤
軽
度
発
達
障
が

い
と
思
わ
れ
る
相
談
者
⑥
職
場
不
適

応
を
起
こ
し
て
い
る
相
談
者
―
―
な

ど
で
す
。
①
は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

不
調
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
被
害
に

あ
っ
た
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
原

因
で
退
職
し
た
後
、
通
院
、
自
宅
療

養
を
し
て
い
る
間
に
離
職
期
間
が
長

く
な
り
、
そ
の
間
に
再
就
職
へ
の
自

信
を
な
く
し
て
し
ま
っ
た
ケ
ー
ス
で

す
。

　

②
は
、
両
親
の
介
護
、
事
業
の
失
敗
、
リ

ス
ト
ラ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
要
因
で
退
職
し
、
昔

は
す
ぐ
に
再
就
職
が
で
き
た
の
に
今
は
で
き

な
い
と
悩
ん
で
い
る
ケ
ー
ス
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
相
談
者
に
共
通
す
る
の
は
、
信

頼
で
き
る
相
談
相
手
が
い
な
い
こ
と
、
人
間

関
係
を
う
ま
く
構
築
で
き
な
い
こ
と
が
課
題

に
な
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
の
で
、
ま
ず
、

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
相
談
者
と
の
間
で
信
頼
関

係
を
築
け
る
か
ど
う
か
が
支
援
成
功
の
鍵
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

③
の
就
職
活
動
中
の
相
談
者
は
、
お
も
に

学
生
で
す
が
、
実
態
と
し
て
、
大
学
の
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
に
顔
を
出
さ
ず
、
ネ
ッ
ト
上

に
流
れ
る
噂
だ
け
で
企
業
を
判
断
し
よ
う
と

す
る
な
ど
の
特
徴
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
就

職
活
動
の
や
り
方
や
企
業
の
こ
と
が
よ
く
わ

か
ら
な
い
の
で
、
不
安
や
苦
手
意
識
を
持
っ

て
し
ま
い
、
積
極
的
に
活
動
で
き
な
い
若
者

が
多
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

私
が
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
担
当
し
て
い
る
大

学
で
は
、
二
回
生
の
う
ち
に
、
講
義
の
中
で
、

学
生
た
ち
を
強
制
的
に
グ
ル
ー
プ
で
、Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
訪
問
に
行
か
せ
て
い
ま
す
が
、
帰
っ
て

く
る
と
み
な
顔
つ
き
が
活
き
活
き
と
輝
い
て

い
ま
す
。
中
に
は
、「
社
会
人
と
話
を
す
る
こ

と
が
こ
ん
な
に
楽
し
い
こ
と
だ
と
は
思
わ
な

か
っ
た
」「
こ
ん
な
に
自
分
の
た
め
に
な
る
と

は
思
わ
な
か
っ
た
」
と
話
す
学
生
も
い
ま
す
。

　

④
は
、
知
的
障
が
い
者
と
思
わ
れ
る
相
談

者
の
ケ
ー
ス
で
す
が
、
な
か
に
は
本
人
に
障

が
い
に
つ
い
て
自
覚
が
な
く
、
ま
た
、
両
親

が
障
害
者
手
帳
を
持
つ
こ
と
に
否
定
的
な
方

も
い
ま
す
。
両
親
か
ら
す
れ
ば
、「
無
理
に
働

か
な
く
て
も
よ
い
」「
子
供
に
辛
い
思
い
を
さ

せ
た
く
な
い
」
と
の
気
持
ち
か
ら
く
る
行
為

な
の
で
し
ょ
う
が
、
働
く
こ
と
で
得
ら
れ
る

喜
び
も
あ
り
ま
す
。

　

障
が
い
者
本
人
は
、
単
純
作
業
に
就
く
こ

と
を
希
望
し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
一
般
窓
口

に
相
談
に
訪
れ
る
の
で
す
が
、
現
在
は
、
そ

う
い
っ
た
仕
事
は
専
門
援
助
部
門
に
集
約
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
な
か
な
か
希
望
す

る
仕
事
に
就
け
な
い
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。

　

⑤
は
、
軽
度
の
発
達
障
が
い
が
あ
り
、
職

場
で
人
間
関
係
を
う
ま
く
築
け
な
い
相
談
者

の
場
合
で
す
。
こ
の
よ
う
な
相
談
者
は
、
人

か
ら
よ
い
評
価
を
受
け
た
経
験
が
少
な
い
た

め
、
自
己
否
定
的
な
傾
向
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

④
⑤
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
支
援
す
る

側
が
、
障
が
い
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
な
い

Copyright (c)2013 ishikawa．kuniko

図 キャリア・コンサルティング課題の全体像

青年期

成人期

中年期

老年期

教育機関 企業 需給調整機関

ニート・フリーター

若者自立支援

非正規雇用者支援

再就職者支援
（ブランクのある方）
（生活保護受給者）

定年退職以降の
再就職

早期離職者

新型うつ

職場不適応

キャリアプラトー

中年期の危機
役職定年

再雇用

不登校
就職困難者
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ま
ま
支
援
を
続
け
、
う
ま
く
い
か
ず
に
悩
む

こ
と
も
少
な
く
な
い
よ
う
で
す
。
し
た
が
っ

て
、
対
応
に
あ
た
る
支
援
者
が
、
障
が
い
の

見
立
て
が
で
き
る
経
験
を
積
む
こ
と
が
必
要

で
す
。

　

⑥
の
職
場
不
適
応
を
起
こ
し
て
い
る
相
談

者
は
、
非
常
に
多
い
状
況
で
す
。
た
と
え
ば
、

そ
の
中
に
は
中
間
管
理
職
で
、
上
司
と
部
下

の
板
挟
み
に
あ
っ
て
い
る
方
も
い
ま
す
。
自

分
よ
り
上
の
世
代
と
下
の
世
代
の
価
値
観
の

ギ
ャ
ッ
プ
に
悩
み
な
が
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
を
理
解
し
て
い
る
た
め
、
一
人
で
抱
え

込
ん
で
し
ま
う
の
で
す
。
ま
た
、
昇
格
、
転

勤
・
異
動
な
ど
職
場
内
で
の
役
割
の
変
化
に

伴
っ
て
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
見
失
っ

た
り
、
自
分
の
存
在
価
値
が
わ
か
ら
な
く

な
っ
て
し
ま
う
方
も
い
ま
す
。
そ
の
結
果
と

し
て
、
や
る
気
を
な
く
し
た
り
、
ひ
ど
い
場

合
は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
を
起
こ
し
て

し
ま
う
ケ
ー
ス
も
多
々
あ
り
ま
す
。
こ
う
し

た
相
談
者
に
つ
い
て
は
、
長
期
的
な
視
点
で

キ
ャ
リ
ア
を
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と

が
課
題
と
感
じ
て
い
ま
す
。

自
己
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
へ
の 

支
援
が
重
要

　

こ
の
よ
う
に
み
て
い
く
と
、
キ
ャ
リ
ア
の

問
題
は
、
現
代
人
す
べ
て
に
当
て
は
ま
る
課

題
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
し
た
中
で
、

私
た
ち
キ
ャ
リ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
役
割

は
、
個
人
の
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
吟
味
す
る

過
程
を
支
援
す
る
こ
と
、
個
人
の
「
自
分
の

ニ
ー
ズ
と
環
境
の
ニ
ー
ズ
」
を
で
き
る
限
り

最
善
の
状
態
に
ブ
レ
ン
ド
し
な
が
ら
、
当
面

の
課
題
を
解
決
す
る
支
援
を
行
う
こ
と
に
あ

る
と
考
え
ま
す
。
さ
ら
に
、
個
人
が
課
題
へ

の
対
処
能
力
を
身
に
つ
け
、「
自
分
で
自
分
の

生
き
方
を
選
ぶ
」
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支

援
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
、
私

は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
終
盤
に
お
い
て
、
必

ず
相
談
者
の
方
に
自
分
自
身
の
変
化
を
確
認

し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
に
お
い
て
は
、
自
己
決
定
の
プ

ロ
セ
ス
と
自
身
の
成
長
を
自
覚
し
て
い
た
だ

く
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
支
援
者
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
た
上
で
、
課
題

解
決
に
向
け
、
本
日
は
二
つ
提
案
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
一
つ
目
の
提
案
は
、
キ
ャ
リ
ア

支
援
者
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
で
す
。
支
援
者
が

適
切
な
見
立
て
が
で
き
る
よ
う
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
や
発
達
障
が
い
に
関
す
る
知
識
を
充
実

さ
せ
て
い
く
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
、
キ
ャ
リ

ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
だ
け
で
は
な
く
、
企

業
の
人
事
担
当
者
の
方
に
も
こ
う
し
た
知
識

を
持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
配
属
の
際
の
ミ

ス
マ
ッ
チ
も
防
げ
る
と
思
い
ま
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
支
援
者
に
対
す
る
支
援
も
大
切

で
す
。
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
（
熟
練
し
た
指

導
者
か
ら
助
言
、
示
唆
な
ど
の
教
育
を
受
け

る
こ
と
）
が
受
け
ら
れ
る
体
制
づ
く
り
や

キ
ャ
リ
ア
支
援
者
が
自
己
研
鑽
で
き
る
機
会

の
充
実
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
者
の
雇
用
の
安
定

な
ど
を
今
後
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

個
人
の
キ
ャ
リ
ア
上
の
悩
み
は
、
先
ほ
ど

の
⑥
の
ケ
ー
ス
で
も
説
明
し
た
と
お
り
、
職

場
内
で
の
役
割
の
変
化
に
よ
っ
て
生
じ
る
こ

と
が
多
い
で
す
。
ま
た
、
こ
れ
に
関
連
し
て
、

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
上
の
節
目
に
も
悩
み
が
生

じ
ま
す
。
た
と
え
ば
、
中
年
期
に
な
っ
て
、

自
分
の
能
力
の
限
界
を
感
じ
た
り
、
現
役
引

退
期
に
定
年
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
不
安
や

葛
藤
を
感
じ
る
な
ど
で
す
。
繰
り
返
し
に
な

り
ま
す
が
、
こ
う
し
た
キ
ャ
リ
ア
の
悩
み
は

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
を
引
き
起
こ
す
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。

悩
ん
で
か
ら
の
支
援
よ
り
も 

変
化
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
支
援
を

　

現
状
は
、
相
談
者
に
悩
み
が
生
じ
て
か
ら

の
支
援
、
離
職
し
て
か
ら
の
支
援
が
多
い
よ

う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
二
つ
目
の

提
案
と
し
て
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
予
防
と

同
じ
よ
う
に
「
悩
む
前
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
」

を
あ
げ
ま
す
。
具
体
的
に
は
相
談
者
の
役
割

の
変
化
や
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
た

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
で
「
自
分
で
自
分
の

生
き
方
」
を
選
択
す
る
力
を
身
に
つ
け
さ
せ

る
こ
と
、
役
割
変
化
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の

キ
ャ
リ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
個
人
が

キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
考
え
る
支
援
を
す
る
こ

と
な
ど
で
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
結
果

と
し
て
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
予
防
に
も
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

本文と写真は関係ありません
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私
は
、東
京
学
芸
大
学
内
の「
学
芸
カ
フ
ェ

テ
リ
ア
」
と
い
う
部
門
で
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
学
芸
カ
フ
ェ

テ
リ
ア
は
、
学
生
課
の
中
に
あ
る
学
生
キ
ャ

リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
内
の
一
組
織
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
（
図
１
）。

　

今
日
は
二
つ
の
視
点
か
ら
お
話
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
一
つ
は
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
個
人
と
し
て
の
視
点
。
も
う
一
つ
は
大

学
内
の
一
組
織
の
中
に
お
け
る
個
別
キ
ャ
リ

ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
視
点
で
す
。

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
個
人
と

し
て
の
視
点

　

最
初
に
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
個
人
と

し
て
の
視
点
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
先
ほ

ど
浅
野
室
長
か
ら
も
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、

学
生
は
就
職
活
動
が
本
格
化
す
る
ま
で
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
に
は
来
ま
せ
ん
。

　

本
学
は
教
員
養
成
系
の
大
学
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
て
か
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
に
来
る
学

生
の
悩
み
も
一
般
の
大
学
に
比
べ
て
特
徴
的

で
す
。
た
と
え
ば
、「
教
員
に
な
る
た
め
に
入

学
し
、
勉
強
し
て
き
た
が
、
教
育
実
習
で
違

和
感
を
覚
え
た
。

教
員
と
い
う
仕

事
が
自
分
に

と
っ
て
適
職
な

の
か
急
に
わ
か

ら
な
く
な
っ

た
」
と
い
う
も

の
や
、「『
教
員

に
な
ら
な
い
の

で
あ
れ
ば
、
せ

め
て
安
定
し
て

い
る
公
務
員
に

な
っ
て
欲
し

い
』
と
親
に
望

ま
れ
て
い
る
。

で
も
、
自
分
で

は
公
務
員
と
し

て
働
く
イ
メ
ー

ジ
が
も
て
な
い
。

親
の
期
待
は
裏

切
れ
な
い
し
、

ど
う
し
た
ら
い

い
の
か
」
と
い
う
も
の
、
あ
る
い
は
「
将
来

何
を
し
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」
と

い
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。

何
を
し
た
い
の
か
わ
か
ら
な
い
学
生

　

最
後
の
例
の
よ
う
に
、学
生
の
中
に
は「
自

分
が
何
を
し
た
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い

う
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
拡
散
状
態
」

に
あ
る
者
も
数
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
こ
の
問

題
に
関
し
て
言
え
ば
、
学
生
時
代
に
自
己
と

し
っ
か
り
対
峙
し
た
上
で
、
実
際
に
行
動
を

起
こ
す
―
―
こ
の
二
つ
を
行
っ
て
き
た
人
間

が
、
就
職
に
際
し
て
、
働
く
こ
と
の
意
義
や

適
職
を
上
手
に
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
で
す
。
一
方
、
就
職
活
動
が
う
ま
く
行
か

な
い
と
い
う
学
生
は
、
親
の
価
値
観
を
そ
の

ま
ま
受
け
止
め
る
だ
け
で
、
問
題
意
識
を

持
っ
て
い
な
い
場
合
が
多
い
よ
う
で
す
。
こ

う
し
た
学
生
は
、
目
の
前
の
こ
と
に
は
一
生

懸
命
取
り
組
む
の
で
す
が
、
自
分
自
身
が
将

来
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
成
し
遂
げ
た
い
の
か
、

自
分
の
こ
と
と
し
て
真
剣
に
考
え
た
経
験
が

な
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の

立
場
と
し
て
は
、
や
は
り
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
の
問
題
を
い
ま
一
度
考
え
て
み
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

図
２
は
、
心
理
学
者
、
エ
リ
ク
・
Ｈ
・
エ

リ
ク
ソ
ン
が
提
唱
し
た
「
エ
ピ
ジ
ェ
ネ

テ
ィ
ッ
ク
・
チ
ャ
ー
ト
」
と
呼
ば
れ
る
も
の

報 告 ３

大
学
の
視
点
か
ら

東
京
学
芸
大
学
学
生
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
特
命
准
教
授　

番
田
　
清
美

学生相談
支援室 

障がい学生
支援室 

学生   
キャリア  
支援    

センター 

学芸    
カフェテリア 

カウンセラー 
（臨床心理士） 4名 

支援員 1名 教員就職相談員 3名 
企業就職相談員 2名 

キャリアカウンセラー 
2名 

学務課 学生課 
キャンバスライ

フ相談員  
（専任教員） 

留学生  
センター  

（国際課） 

保健管理   
センター 

   医師 4名 
  カウンセラー1名 

乳児期 基本的信頼 

  対  
基本的不信 

幼児前期 自 律  
 対  
恥、疑惑 

遊戯期 自主性 
 対  
罪の意識 

学齢期 勤 勉  
 対  
劣等感 

青年期 時間的展望 

  対 
時間的拡散 

自己確信  
  対
アイデン
ティティ
意識 

役割実験 
 対
否定的 
アイデン
ティティ 

達成への
期 待  

対
労働麻痺 

アイデン

ティティ 
対 アイ
デンティ

ティ拡散 

若い成人 親 密 
 対  
孤 立 

成人期 ジェネラティ

ヴィティ 対
自己酔 

成熟期 インテグ

リティ 対 
嫌悪絶望 

社会的発達段階と危機  Erikson(1959)  

図１　東京学芸大学の「総合学生支援機構」

図２　各段階での発達課題が解決できているのかに、立ち戻る必要
があることも
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で
、
社
会
的
発
達
段
階
ご
と
の
課
題
を
示
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
チ
ャ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
乳
児
期
か
ら

学
齢
期
に
か
け
て
の
課
題
を
解
決
し
な
け
れ

ば
、
青
年
期
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が

生
じ
ま
す
。
た
と
え
ば
、
乳
児
期
の
課
題
を

解
決
し
て
い
な
い
場
合
、
将
来
展
望
が
持
て

な
く
な
っ
た
り
、
刹
那
的
な
生
き
方
を
し
て

し
ま
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
幼
児
期

前
期
の
課
題
を
ク
リ
ア
で
き
て
い
な
い
場
合

は
、
等
身
大
の
自
己
が
描
け
な
く
な
っ
た
り
、

社
会
に
対
し
て
肯
定
的
に
物
事
を
見
ら
れ
な

く
な
る
、
あ
る
い
は
社
会
で
働
い
て
い
る
自

分
の
姿
が
想
像
で
き
な
く
な
い
な
ど
、
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
構
築
で
き
な
い
状
態
に

な
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
場
合
、
私
た
ち
は
学
生
た
ち

の
各
段
階
に
立
ち
戻
っ
て
、
課
題
が
解
決
で

き
て
い
る
か
ど
う
か
に
ま
で
踏
み
込
む
必
要

が
あ
り
ま
す
。
先
ほ
ど
、
下
村
さ
ん
か
ら
、

「
キ
ャ
リ
ア
支
援
」
と
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
問

題
へ
の
支
援
」
の
統
合
に
つ
い
て
お
話
が
あ

り
ま
し
た
が
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
に
関

す
る
問
題
は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
関
連
で
は
、

他
の
支
援
組
織
に
リ
フ
ァ
ー
す
る
こ
と
が
多

い
も
の
の
、
本
当
に
深
刻
な
問
題
を
抱
え
た

学
生
に
つ
い
て
は
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で

も
し
っ
か
り
話
を
聞
い
て
お
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
の
心
理
学
者
マ
ー
ク
・
サ
ビ
カ

ス
に
従
え
ば
、
相
談
者
に
は
、
ま
ず
短
い
物

語
で
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
を
話
さ
せ
ま
す
。
た

と
え
ば
、「
自
分
は
な
ぜ
教
員
に
な
り
た
い
の

か
。
考
え
て
み
た
ら
、
子
供
の
頃
、
友
達
か

ら
『
勉
強
を
教
え
る
の
が
上
手
だ
か
ら
、
先

生
に
な
っ
た
ら
』
と
言
わ
れ
た
か
ら
だ
」
と

い
っ
た
具
合
で
す
。
私
た
ち
に
と
っ
て
重
要

な
こ
と
は
そ
の
短
い
物
語
を
し
っ
か
り
聞
い

て
あ
げ
る
こ
と
で
す
。

　

次
の
段
階
で
は
、“reconstruct the sm

all 
stories into a large story ”

（
小
さ
な
物

語
を
大
き
な
物
語
に
再
構
築
す
る
）
―
つ
ま

り
、
学
生
の
短
い
物
語
に
つ
い
て
、
私
た
ち

は
「
そ
れ
は
も
し
か
し
た
ら
、
人
間
と
関
わ

る
こ
と
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
好
き
な
ん

じ
ゃ
な
い
の
」
と
い
っ
た
よ
う
に
話
を
膨
ら

ま
せ
て
い
き
ま
す
。

　

最
後
の
段
階
で
は
、“client and 

practitioner co-construct a revised 
identity narrative, new

 intentions, and 
possible actions ”

―
学
生
と
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
が
共
同
で
新
し
い
物
語
を
作
り

あ
げ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
学
生
に
対
し
、「
教
員
に

な
る
以
外
に
も
人
間
と
関
わ
れ
る
仕

事
が
あ
る
よ
」
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
、
学
生
と
話
し
合
い
な
が
ら
、

例
え
ば
、
企
業
内
で
総
務
や
人
事
と

い
っ
た
、
社
員
に
対
し
て
関
わ
り
を

持
つ
仕
事
を
め
ざ
し
て
い
く
こ
と
に

方
向
を
定
め
て
行
っ
た
り
し
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
そ
の
逆
も
あ
り
、
学
生
が

改
め
て
自
分
の
教
員
と
し
て
の
適
性

に
目
覚
め
て
い
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

組
織
の
中
に
お
け
る
個
別
キ
ャ

リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
視
点

　

次
に
大
学
と
い
う
組
織
に
お
け
る

個
別
キ
ャ
リ
ア
の
視
点
に
つ
い
て
お

話
し
ま
す
。
私
が
所
属
す
る
「
学
芸

カ
フ
ェ
テ
リ
ア
」
の
組
織
構
造
を
示

し
た
の
が
図
３
で
す
。こ
の「
オ
フ
ィ

ス
＆
学
習
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
エ
リ
ア
」
は
広
い

ス
ペ
ー
ス
に
な
っ
て
い
て
、
訪
れ
た
学
生
が

勉
強
し
た
り
、
懇
談
し
た
り
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。「
キ
ャ
リ
ア
ナ
ビ
」
は
個

別
相
談
ブ
ー
ス
で
、
私
た
ち
は
こ
こ
で
キ
ャ

リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
情
報
発
信

も
し
て
い
ま
す
。

　

カ
フ
ェ
テ
リ
ア
業
務
の
メ
イ
ン
と
な
る
の

が
、「
学
芸
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
講
座
」
で
、
こ
れ

は
正
課
の
講
義
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
学
生

た
ち
は
主
体
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
参
加

す
る
こ
と
で
、
自
ら
学
び
、
考
え
、
そ
し
て

自
分
た
ち
の
将
来
を
作
り
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
め
ざ
す
内
容
で
す
。

　

講
師
役
は
プ
ロ
の
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
で
は
な
く
、
学
生
に
と
っ
て
も
っ
と
も

身
近
な
社
会
人
で
あ
る
教
職
員
が
受
け
持
ち

ま
す
。
彼
ら
は
、
自
分
た
ち
の
バ
ッ
ク
グ
ラ

ウ
ン
ド
や
教
員
で
あ
れ
ば
自
分
の
専
門
に
つ

い
て
語
り
ま
す
。
講
座
で
は
学
生
同
士
に
よ

る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
ま
す
が
、

そ
の
進
行
役
は
「
カ
フ
ェ
メ
イ
ツ
」
と
い
う

学
生
ス
タ
ッ
フ
が
担
当
し
ま
す
。
講
座
の
参

加
者
は
、
紆
余
曲
折
は
あ
っ
た
も
の
の
、
少

し
ず
つ
増
え
て
い
ま
す
（
図
４
）。
学
生
た

ち
の
参
加
者
数
は
前
期
の
ほ
う
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。
後
期
で
落
ち
る
の
は
、
前
期
の

う
ち
に
自
分
と
い
う
も
の
が
わ
か
っ
て
き
て
、

積
極
的
に
外
の
世
界
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
み
て
い
ま
す
。

　

カ
フ
ェ
テ
リ
ア
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、

学
芸
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
内
の
講
座
だ
け
で
は
な

く
、
学
内
で
開
催
さ
れ
て
い
る
キ
ャ
リ
ア
関

連
の
講
座
や
ガ
イ
ダ
ン
ス
も
一
括
で
紹
介
し

て
い
ま
す
。
講
座
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
学

生
向
け
に
講
座
を
撮
影
し
た
動
画
も
配
信
し

て
い
ま
す
。

講座 

 

キャリア 
ナビ 

 

オフィス ＆
学習コミュ
ニティエリア 

WEB   
サイト  
情報 

 

ガイダンス 

キャリア 
カウンセリ

ング 
インター
ネット 

アクセス 

0 

200 

400 

600 

800 

1000 

1200 

1400 

1600 

0
8
前

期
 

0
8
後

期
 

0
9
前

期
 

0
9
後

期
 

1
0
前

期
 

1
0
後

期
 

1
1
前

期
 

1
1
後

期
 

1
2
前

期
 

1
2
後

期
 

1
3
前

期
 

1
3
後

期
 

その他 

大学院生 

４年生 

３年生 

２年生 

１年生

図３　学芸カフェテリアの構造

図４　学芸カフェテリア講座参加者数の推移
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学
内
と
学
外
と
の
橋
渡
し
が
必
要

　

先
ほ
ど
下
村
さ
ん
か
ら
お
話
が
あ
っ
た

「
サ
ー
ビ
ス
の
多
層
化
」
論
を
受
け
て
、
学

芸
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
を
検

証
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
や
は
り
「
情
報
」「
相

談
」「
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
の
提
供
が
重
要
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
下
村
さ
ん
の
著
書
に
記
述
が
あ
っ

た
「
セ
グ
メ
ン
ト
論
」（
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン

ス
の
対
象
を
ど
の
よ
う
な
属
性
で
分
類
す
る

か
）
に
従
え
ば
、
学
生
の
就
職
に
対
す
る
レ

デ
ィ
ネ
ス
（
準
備
度
）
に
よ
っ
て
、
キ
ャ
リ

ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
内
容
を
分
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
レ
デ
ィ
ネ
ス
が
低
い
学
生
に
対
し

て
は
、
専
門
性
の
高
い
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ

る
綿
密
な
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
必
要
で
す
が
、

逆
に
レ
デ
ィ
ネ
ス
が
高
い
学
生
の
場
合
は
、

自
分
で
行
動
で
き
る
の
で
、
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ

型
の
サ
ー
ビ
ス
で
十
分
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

図
５
は
、
デ
リ
バ
リ
ー
論
、
セ
グ
メ
ン
ト

論
か
ら
み
た
学
芸
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
の
構
造
で

す
。
キ
ャ
リ
ア
レ
デ
ィ
ネ
ス
が
高
い
学
生
は
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
を
活
用
し
て
自
ら
必
要
な
行

動
を
探
し
ま
す
が
、
レ
デ
ィ
ネ
ス
が
低
い
学

生
に
は
キ
ャ
リ
ア
相
談
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
実
際
に
は
本
学
の
学
生
は
、
各

サ
ー
ビ
ス
の
間
を
行
っ
た
り
来
た
り
し
て
い

ま
す
。
た
と
え
ば
、
講
座
を
受
講
し
て
い
る

よ
う
な
あ
る
程
度
レ
デ
ィ
ネ
ス
が
高
い
学
生

で
も
、
不
安
に
な
っ
て
キ
ャ
リ
ア
相
談
を
受

講
し
に
く
る
者
も
い
ま
す
。

　

学
生
の
中
に
は
学
内
か
ら
学
外
の
活
動
に

羽
ば
た
い
て
行
く
者
も
い
る
の
で
す
が
、
私

た
ち
は
こ
う
し
た
学
内
と
学
外
と
の
橋
渡
し

を
行
う
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
と

感
じ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
単
な

る
個
別
キ
ャ
リ
ア
相
談
だ
け
で
は
な

く
、
講
座
と
い
う
一
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
を
作
る
こ
と
で
、
学
生
は
自

由
に
出
た
り
入
っ
た
り
し
な
が
ら
、

大
学
生
の
時
期
に
キ
ャ
リ
ア
を
構
築

す
る
準
備
を
し
て
い
け
る
よ
う
に
な

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

学
生
支
援
の
ハ
ブ
的
機
能
に

　

下
村
さ
ん
の
論
文
に
は
、「
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
論
」
と
い
う
も
の

も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
サ
ー
ビ
ス

間
で
の
連
携
、
協
力
、
共
同
体
制
の

必
要
性
を
論
じ
た
も
の
で
す
が
、
学

芸
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
も
学
内
に
お
け
る

各
学
生
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
ハ
ブ
的
な

機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

学
内
に
は
、
学
長
、
副
学
長
を
は
じ
め
、

事
務
職
員
、
教
員
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
的
資

源
が
あ
り
ま
す
が
、
学
芸
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
は

こ
れ
ら
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
い
て
い
ま
す
。

一
人
の
学
生
へ
の
対
応
で
も
、
各
人
的
資
源

間
で
リ
フ
ァ
ー
し
あ
っ
た
り
、
情
報
交
換
し

た
り
と
い
っ
た
こ
と
を
通
じ
連
携
を
深
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

冒
頭
、
図
１
で
お
示
し
し
た
と
お
り
、
学

生
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
中
に
は
違
う
部
門
に
紐

づ
い
て
い
る
組
織
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た

組
織
の
人
的
資
源
が
学
芸
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
講

座
で
講
師
を
す
る
こ
と
で
、
互
い
の
情
報
交

換
も
大
変
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

学
芸
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
は
発
足
か
ら
六
年
目

に
な
り
ま
す
が
、
六
年
間
続
け
て
き
た
か
ら

こ
そ
、
こ
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
結
び
つ

き
が
強
く
な
っ
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

先
ほ
ど
下
村
さ
ん
か
ら
「
ゴ
ー
ル
キ
ー

パ
ー
論
」
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
が
、
本
学

の
学
生
支
援
の
場
合
、
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
よ

り
も
「
蜘
蛛
の
巣
」
に
近
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。
綿
密
に
網
を
張
り
巡
ら
す
こ
と
で
学
生

の
取
り
こ
ぼ
し
が
な
い
よ
う
に
す
る
イ
メ
ー

ジ
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
学
生
支
援
に
お
い

て
は
、
先
ほ
ど
紹
介
し
た
デ
リ
バ
リ
ー
論
、

セ
グ
メ
ン
ト
論
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
論

を
駆
使
す
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

講座

キャリア
相談

オフィス ＆
学習コミュ
ニティエリア

WEB
サイト

高

低
個別
支援

セルフヘルプ
グループ ダイナミクス
講師・参加者・

講座ファシリテーター
（学生スタッフ）

キャリア
レディネス

図５　デリバリー論・セグメント論から見た 
学芸カフェテリアの構造
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報 告 ４

企
業
の
視
点
か
ら

日
立
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
Ｃ
Ｓ
Ｒ
統
括
本
部
ブ
ラ
ン
ド
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
本
部
本
部
長　

石
川
　
拓
夫

　

私
ど
も
の
経
営
戦
略
は
、
簡
単
に
言
え
ば
、

「
人
の
最
大
化
」
と
言
え
ま
す
。
人
材
に
投

資
す
る
事
で
、
そ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
最

大
化
し
、
お
客
様
か
ら
の
評
価
を
い
た
だ
く

こ
と
で
お
金
を
稼
ぐ
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
で
す
か
ら
、
人
材
投
資
は
非
常
に
重
要
な

経
営
課
題
と
い
え
ま
す
。

　

た
だ
、
教
育
に
投
資
す
れ
ば
、
人
は
最
大

化
す
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
こ
れ

か
ら
お
話
す
る
個
別
キ
ャ
リ
ア
支
援
が
重
要

に
な
り
ま
す
。

内
発
的
動
機
形
成
に
向
け
た 

キ
ャ
リ
ア
支
援

　

今
日
は
と
く
に
、
人
材
開
発
の
中
で
、
な

ぜ
キ
ャ
リ
ア
支
援
が
必
要
な
の
か
、
あ
る
い

は
支
援
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
と
い

う
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

図
１
は
、
弊
社
の
人
材
育
成
の
考
え
方
で

す
。
こ
の
う
ち
、
一
番
重
視
し
て
い
る
の
は
、

社
員
と
し
て
の
誇
り
、
会
社
と
の
絆
で
す
。

こ
の
二
つ
は
、
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や

業
績
の
向
上
と
相
関
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
い

か
に
高
め
て
い
く
か
が
人
材
施
策
の
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま

す
。

　

最
近
、「
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
３
・
０
」
と

い
う
概
念
が
提
唱
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
Ｉ

Ｔ
技
術
者
は
価
値
創

造
を
行
う
仕
事
で
す

か
ら
、
弊
社
で
も
社

員
一
人
ひ
と
り
の
自

律
性
を
高
め
、
内
発

的
動
機
形
成
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
こ
と

を
重
視
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、「
社

員
と
し
て
の
誇
り
」

と
「
会
社
と
の
絆
」

を
再
確
認
し
、
高
め

て
い
く
こ
と
が
重
要

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

弊
社
は
、
二
○
一

○
年
に
日
立
シ
ス
テ

ム
ア
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
と
日
立
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
が
合
併
し
て
出
来
た
会

社
で
す
が
、
合
併
に
際
し
て
、
よ
り
社
員
の

自
律
性
、
多
様
性
、
専
門
性
を
重
視
し
た
人

材
施
策
「H

um
an C

apital M
anagem

ent

（
Ｈ
Ｃ
Ｍ
）」を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
本
日
は
、

こ
の
中
の
「
成
長
支
援
の
強
化
」
を
中
心
に

ご
説
明
し
ま
す
。

　

Ｈ
Ｃ
Ｍ
の
成
長
支
援
施
策
に
は
、
①
成
長

の
た
め
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
確
立
②
成
長

の
た
め
の
組
織
風
土
づ
く
り
③
キ
ャ
リ
ア
自

律
へ
の
サ
ポ
ー
ト
④
ス
キ
ル
開
発
か
ら
キ
ャ

リ
ア
開
発
へ
―
―
の
四
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ

り
ま
す
。本
日
は
、フ
ォ
ー
ラ
ム
の
テ
ー
マ
に

合
わ
せ
て
、
①
～
③
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
①
の
「
成
長
の
た
め
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
確
立
」で
す（
図
２
）。企
業
に
と
っ

て
、
教
育
投
資
を
計
画
的
に
行
う
た
め
に
は
、

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
（P

lan, D
o, C

heck, A
ction

）

の
サ
イ
ク
ル
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
教
育
投
資

に
関
す
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
と
い
え
ば
、
従
業
員
サ

イ
ド
ば
か
り
が
注
目
さ
れ
ま
す
が
、
経
営
サ

イ
ド
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
も
重
要
で
す
。
有
効
な
教

育
投
資
を
行
う
た
め
に
は
、
社
員
の
キ
ャ
リ

ア
開
発
が
事
業
目
標
達
成
に
直
接
つ
な
が
る

よ
う
両
方
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
整
合
さ

せ
て
、
ま
わ
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

私
は
入
社
以
来
三
○
年
人
事
畑
を
歩
ん
で

き
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
方
法
論
が
出
そ

ろ
っ
て
き
た
の
は
二
○
○
○
年
代
に
な
っ
て

当社がグローバル競争に打ち勝ち、業界トップクラスの企業となるためには、 
一人ひとりが社員としての誇りを持ち、やりがいをもって働いていることが必要。 

 
 
 
 

モチベーション３．０の考え方を基に、一人一人の自律性を高め、内発的に動
機形成し、自ら発達していくことが必要不可欠である。 
⇒各職場では、これを高める人財マネジメントが必要 

図１ 人財育成の考え方 

～になりたい 

人財戦略 

人財 
定義 

診
断 

Ａｓ 
Ｉｓと
Ｔｏ 
Ｂｅの
比較 

重点人財
育成策 
立案 

ｷｬﾘｱ
目標
策定 

面談 

個別
育成
管理 

人財
戦略
検証 

人財
戦略
修正 

目標
人財
設定 

診断 実施 検証 
(診断) 

ｷｬﾘｱ
目標
修正 

社員のｷｬﾘｱ開発が事業目標達成に直接繋がる 
（個人のＰＤＣＡと経営のＰＤＣＡがリンク） 

経営サイド 
人財戦略の有効性を高め
効果的な人財投資が可能 

社員サイド 
事業に直結したｷｬﾘｱﾊﾟｽ
提示でﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝ向上 

エ
ン
ゲ

ジ
 

メ
ン
ト
 

経営 
サイド 

社員 
サイド 

スキル 
標準
（ITSS) 

事業
戦略 

～になってほしい 

図２ 成長のためのＰＤＣＡサイクル確立 
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か
ら
の
こ
と
で
す
。
な
ぜ
、
二
○
○
○
年
代

か
と
申
し
ま
す
と
、
二
○
○
二
年
に
経
済
産

業
省
が
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
の
実
務
能
力
を
明
確

化
・
体
系
化
し
た
指
標（
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
標
準
）

を
公
表
し
た
た
め
で
す
。
こ
れ
を
参
照
し
て
、

経
営
に
必
要
な
人
材
像
を
定
義
し
、
社
員
は

こ
の
人
材
像
を
も
と
に
目
標
設
定
し
、
自
分

の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
ま
わ
し
て
い
く
と

い
う
流
れ
が
で
き
ま
し
た
。

　

図
３
は
、
弊
社
が
求
め
る
人
材
像
と
キ
ャ

リ
ア
パ
ス
を
示
し
た
「
人
財
マ
ッ
プ
」
で
す
。

各
職
種
の
活
動
領
域
は
七
段
階
に
分
か
れ
て

い
ま
す
が
、
最
上
位
の
レ
ベ
ル
七
は
世
界
に

通
用
す
る
レ
ベ
ル
と
定
義
し
て
い
ま
す
。
社

員
は
こ
の
マ
ッ
プ
に
基
づ
き
、
現
在
の
自
分

の
レ
ベ
ル
を
把
握
し
た
上
で
、
目
標
を
定
め
、

今
後
、ど
の
よ
う
な
教
育
を
受
け
る
の
か
を
自

分
自
身
で
考
え
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
弊
社
の
社
員
数
は
約
一
万
人
い
ま

す
が
、
私
自
身
は
、
全
員
の
個
人
目
標
を
中

期
計
画
等
で
管
理
す
る
必
要
は
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
弊
社
で
は
、
一
つ
の
事
業
本
部

に
約
二
○
○
○
人
が
働
い
て
い
る
の
で
す
が
、

中
期
計
画
が
き
ち
ん
と
ま
わ
っ
て
い
く
に
は
、

各
事
業
本
部
の
キ
ー
マ
ン
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
重
要

業
績
評
価
指
標
）を
設
定
し
、そ
れ
を
ト
レ
ー

ス
す
る
こ
と
が
肝
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

社
員
成
長
の
た
め
の
組
織
風
土
づ
く
り

　

次
に
②
の
「
成
長
の
た
め
の
組
織
風
土
づ

く
り
」
で
す
。
先
ほ
ど
ご
説
明
し
た
よ
う
に

社
員
に
自
律
性
を
求
め
、
会
社
と
の
エ
ン

ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
求
め
る
か
ら
に
は
、
そ
れ

を
温
か
く
見
守
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
職

場
環
境
を
構
築
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
、
職
場
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
品
質

を
上
げ
る
取
り
組
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
、
管
理
職
に
対
す
る
教

育
研
修
も
重
要
で
す
が
、
弊
社
で
と
く
に
重

視
し
て
い
る
の
は
、
フ
ァ
ク
ト
フ
ァ
イ
ン

デ
ィ
ン
グ
（
事
実
の
把
握
）
で
す
。
現
在
、

組
織
が
ど
の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
の
か
を
各

種
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
把
握
し
た
上
で
、
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
改
善
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
一
つ
と
し
て
、

行
っ
て
い
る
の
が
モ
ラ
ー
ル
サ
ー
ベ
イ
で
す
。

こ
れ
は
年
二
回
対
象
者
全
員
に
対
し
て
、
Ｗ

Ｅ
Ｂ
上
で
行
う
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
す
。
質

問
数
は
二
七
問
程
度
で
、「
仕
事
」「
職
場
」「
上

長
」「
会
社
」
に
つ
い
て
、
五
段
階
で
評
価
し

て
も
ら
う
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

社
員
を
定
点
観
測
す
る
こ
と
で
、
個
人
と

職
場
の
問
題
を
早
期
に
発
見
し
、
早
期
解
決

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
ね
ら
い
で
す
。
個
々
の

回
答
内
容
は
キ
ャ
リ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の

み
が
閲
覧
可
能
で
、
回
答
内
容
を
も
と
に
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

次
は
③
の
「
キ
ャ
リ
ア
自
律
へ
の
サ
ポ
ー

ト
」で
す
。社
員
に
対
し
て
、「
自
律
的
に
キ
ャ

リ
ア
を
構
築
し
な
さ
い
」
と
言
っ
て
も
、
納

得
し
な
い
者
も
多
い
の

が
実
情
で
す
。
そ
こ
で
、

弊
社
で
は
キ
ャ
リ
ア
・

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る

ア
ド
バ
イ
ジ
ン
グ
、
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
っ

て
い
ま
す
。
弊
社
の
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
体
制
は
、

専
任
者
が
四
人
、
兼
任

者
が
二
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
内
容
は
図

４
の
と
お
り
で
す
。

節
目
ご
と
に
キ
ャ
リ

ア
研
修
を
開
催

　

特
定
の
社
員
に
対
す

る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の

み
で
は
、
社
内
に
お
い

て
、「
キ
ャ
リ
ア
自
律
」

の
考
え
方
が
点
の
ま
ま

で
、
面
と
し
て
広
が
っ

て
い
き
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、社
内
の
キ
ャ
リ
ア
・

※従業員比率を色づけて表示（色が濃いほど人財が多い） 

アセスメント結果を集計し、全社・部門別人財マップとして活用。 

超
上
流
人
財

マ

ケ
テ

ン
グ

セ

ル
ス
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カ
ウ
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ト
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ン
サ
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ク
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プ
ロ
ジ
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ネ
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ペ
シ

リ
ス
ト

ア
プ
リ
ケ

シ

ン

ス
ペ
シ

リ
ス
ト

ソ
フ
ト
ウ

ア

デ
ベ
ロ

プ
メ
ン
ト

品
質
保
証

カ
ス
タ
マ

サ

ビ
ス

Ｉ
Ｔ
サ

ビ
ス

マ
ネ

ジ
メ
ン
ト

企
画
・
セ

ル
ス

プ
ロ
ダ
ク
ト

マ
ネ

ジ

プ
ロ
ダ
ク
ト

ス
ペ
シ

リ
ス
ト

エ
ン
べ
デ

ド

ス
ペ
シ

リ
ス
ト

品
質
保
証
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運
用
保
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Level
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ハ
イ
レ
ベ
ル

ミ
ド
ル

レ
ベ
ル

エ
ン
ト
リ
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ベ
ル

各職種の 
活動領域 戦略策定・コンサル システム開発 プロダクト企画 

高度専門職
へ 

サービス 
人財へ 

上流工程人財へ 

アーキテクチャ 
構築 運用・保守 プロダクト開発 ＢＡ 

＜2012年度 全社人財マップ＞ 
【システム構築】 【ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ＆ﾊﾟｯｹｰｼﾞ】 

上流工程、 
高度専門職へ 

 

 
 守秘義務を遵守し、個人に軸足をおいた問題解決支援を行う 
 組織を意識したキャリア自律意識を向上させる 
 関連部署と情報を共有し問題を早期に解決する支援を行う（相談者の了解が前提） 

 
 

  社内キャリアコンサルタント(有資格者)が 
  １対１の面談にて個人を支援する 【守秘義務遵守対応】 

１対１ 
の個別 
支援 

1 一般（来談者型）面談 希望者    随時 

2 障がい者面談 希望者   １回／年 

3 経験者採用者面談 必須   入社後3ヶ月目 

4 モラ－ルサーベイ・フォロー面談 希望者   １回／期 

5 キャリア研修（ＣＤＷ）フォロー面談 希望者   ＣＤＷ受講後 

6 ファイナンシャルプラン・サポート面談 希望者   随時 

7 社内ＦＡ制度、公募制度利用希望者への面談 必須   １回／年 

 
 

キャリアカウンセラー 
体制 

 
専任者４名 
兼任者２名 

図４ キャリアアドバイジング、カウンセリング 

相談 指導 
連携 

キャリア 
カウンセラー 

 
【守秘義務遵守】 

 
健康管理部門 

（産業医・保健師） 
 

 
人事総務部門 

 
 

労働組合 

 
 

社外委託会社 

 
 

よろず相談(職場) 

 

各職場 
マネージャー 

目標管理 
モラールサーベイ 

相談・連携依頼 
／面談・支援 

社員 

 
相談／面談 

情報収集 

図５ 社内連携体制 
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カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
講
師
に
、
別
途
Ｃ
Ｄ
Ｗ

（
キ
ャ
リ
ア
・
デ
ザ
イ
ン
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
）
と
い
う
研
修
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
研

修
は
、
社
員
の
自
己
理
解
と
キ
ャ
リ
ア
自
律

マ
イ
ン
ド
の
醸
成
な
ど
を
目
的
に
し
て
お
り
、

新
人
、
入
社
三
年
目
、
三
○
歳
、
四
○
歳
、

五
○
歳
と
年
齢
の
節
目
ご
と
に
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

図
５
は
、
キ
ャ
リ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を

中
心
と
す
る
社
内
の
連
携
体
制
、
図
６
は
、

各
部
門
の
役
割
分
担
を
示
し
た
も
の
で
す
。

も
し
、図
６
中
の「
ラ
イ
フ
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー

ト
グ
ル
ー
プ
」
と
い
う
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
機

能
が
な
け
れ
ば
、
社
員
が
抱
え
て
い
る
悩
み

や
問
題
は
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
に
流
れ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
産
業
医
が
扱

う
の
は
フ
ィ
ジ
カ
ル
や
メ
ン
タ
ル
の
問
題
が

主
で
す
の
で
、
た
と
え
ば
、
多
重
債
務
や
離

婚
訴
訟
な
ど
に
起
因
す
る
問
題
に
対
処
す
る

の
は
困
難
で
す
。
ラ
イ
フ
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー

ト
グ
ル
ー
プ
で
は
、
キ
ャ
リ
ア
・
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
自
身
が
直
接
問
題
に
対
処
す
る
ほ
か
、

必
要
に
応
じ
て
各
部
門
に
仕
分
け
す
る
ハ
ブ

的
な
役
割
を
負
っ
て
い
ま
す
。

相
談
内
容
を
会
社
側
と
共
有
し
て

問
題
解
決
へ

　

二
○
○
四
年
度
か
ら
二
○
一
三
年
度
上
期

ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
よ

る
サ
ポ
ー
ト
実
績
は
累
計
で
三
四
三
九
件
あ

り
ま
す
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
成
果
に
つ
い

て
は
、
た
と
え
ば
図
７
の
よ
う
な
も
の
が
あ

り
ま
す
。

　

社
員
の
話
を
聞
い
て
終
わ
り
と
い
う
の
で

は
、外
部
の
Ｅ
Ａ
Ｐ（E
m

ployee A
ssistance 

P
rogram

：
メ
ン
タ
ル
面
か
ら
従
業
員
を

支
援
す
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
と
何
ら
変

わ
り
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
本
人
と
よ
く
話

し
合
っ
た
上
で
、
情
報
を
会
社
側
と
共
有
す

る
こ
と
に
つ
い
て
承
諾
を
得
た
後
、
キ
ャ
リ

ア
ア
ド
バ
イ
ジ
ン
グ
な
ど
に
よ
り
問
題
解
決

を
行
う
こ
と
を
方
針
に
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
こ
れ
ま
で
、企
業
内
で
キ
ャ
リ
ア
・

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
っ
て
き
た
上
で
明
ら

か
と
な
っ
た
課
題
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
一
点
目
は
、
守
秘
義
務

の
重
要
性
と
弊
害
に
つ
い
て

で
す
。
社
員
の
立
場
か
ら
す

れ
ば
、「
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
担

当
部
門
は
会
社
側
の
組
織
」

と
の
意
識
が
あ
り
、
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
を
受
け
る
こ
と
に

躊
躇
し
て
し
ま
う
場
合
が
あ

り
ま
す
。
一
方
、
人
事
側
の

視
点
で
は
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

に
は
守
秘
義
務
が
あ
る
た
め
、

連
携
し
づ
ら
い
と
の
不
信
感

が
生
じ
ま
す
。
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
自
身
も
、
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
が
職
場
へ
の
介
入
を
望
ま

な
い
場
合
、
問
題
解
決
に
向

け
て
そ
れ
以
上
踏
み
込
め
な

い
歯
が
ゆ
さ
を
感
じ
て
い
ま

す
。

　

問
題
の
二
点
目
は
、
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
の
適
格
性
に
つ
い

て
で
す
。
キ
ャ
リ
ア
関
連
と

は
い
え
、
社
員
か
ら
の
相
談

内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
幅
広
い
見
識

が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。
家
計
関
連
の
相
談
も

多
い
た
め
、
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
以
外
に
も
、

た
と
え
ば
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー

の
資
格
が
あ
れ
ば
対
応
の
幅
が
一
層
広
が
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
キ
ャ
リ
ア
関
係
以
外
の

知
識
修
得
も
課
題
の
一
つ
で
す
。

求
め
ら
れ
る
企
画
力
と
提
言
力

　

三
点
目
は
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
求
め
ら
れ
る

企
画
力
・
提
言
力
に
つ
い
て
で
す
。
今
後
、

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
者

と
接
す
る
こ
と
で
会
社
の
問
題
点
を
把
握
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
問
題
解
決
に
向
け
、
社

内
の
声
を
人
事
施
策
・
制
度
・
運
用
に
反
映

で
き
る
企
画
力
、
提
言
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

四
点
目
は
、
古
く
て
新
し
い
問
題
で
す
が
、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
つ
い
て
、
経
営
に
対
し

て
費
用
対
効
果
を
ど
の
よ
う
に
証
明
す
る
か

と
い
う
点
で
す
。
私
ど
も
で
は
、
専
任
の
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
を
置
い
て
い
ま
す
が
、
な
ぜ
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
機
能
が
必
要
か
と
い
う
こ
と

を
証
明
す
る
た
め
に
日
々
模
索
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

五
点
目
は
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
自
身
の
キ
ャ

リ
ア
形
成
の
問
題
で
す
。
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は

専
門
性
の
蓄
積
が
必
要
な
職
種
で
あ
る
た
め
、

短
期
間
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
は
困
難
で
す
。

し
か
し
、
長
年
続
け
て
い
る
と
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
選
択
肢
が
狭

ま
る
と
の
問
題
も
出
て
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
は
、
私
ど
も
に
と
っ
て
ま

だ
道
半
ば
で
す
の
で
、
今
日
の
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
解
決
に
向
け
た
ヒ
ン
ト
を

得
ら
れ
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 
ライフキャリアサポートグループ 

（キャリア・カウンセラー） 
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（産業医・保健師） 
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 成果が出せない 
孤 立 し て い る 
やりたい仕事が   
     できない 
キャ リ ア に 不 安 
やる気が出ない 
部下指導の悩み 
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図６ 役割分担 

事例① ２６歳 女性 SE 担当 
主訴：仕事がアサインされない。 

     成長もできず何もできない人間になってしまうようで不安。 

結果：キャリアカウンセリング後に能動的行動するようになり、プランドハプス 

     タンス的に仕事がどんどんアサインされるようになった。 

     さらに社内表彰案件のメンバになるほど会社に貢献できる人財となった。  
 

事例② ３６歳 男性 SE 担当（技師降格） 
主訴：前部署解散により異動。仕事が合わない。 

     人間関係もうまくいかない。異動、転職を考えている。 

結果：コミュニケーションパターンの自己理解をするためのアセスメントを実施。 

     キャリア・スキルの棚卸し実施。 

     残り２０年以上の会社人生を考え、転職を決意。 

図７ キャリアカウンセリングの成果  


